
　　　　　　　『小樽市男女平等参画基本計画』進行状況調べ　　　　

基本目標　Ⅰ　男女平等参画社会の実現に向けた意識の改革

　○基本方向　１　男女平等参画の実現に向けた意識づくり（啓発の推進）

（１）広報と啓発活動の充実 （事業費卖位：千円）

多様なメディアの活用 生活環境部 539 494 479 463 321 301 314 314 211 211

・｢ぱるねっと｣やパンフレットなどの発行 生活環境部 男女平等参画情報誌「ぱるねっと」発行 ○ 7,000部 539 ○ 7,000部 494 ○ 7,000部 479 ○ 7,000部 463 ○ 5,000部 321 ○ 5,000部 301 ○ 5,000部 314 ○ 5,000部 314 ○ 5,000部 211 ○ 5,000部 211
男女平等参
画課

関係機関、公共施設、各種団体に
配布

・広報誌などの活用 生活環境部
参画週間、国内研修、講演会、セミナーの開催案内、
募集

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

国内研修は平成21年度から休止

女性相談の周知　広報おたる掲載 ○ ◎
9月,10月,2月,
3月

○ 7月,10月,2月 ○ 7月,10月,2月 ○ 7月,10月,2月 ○ 8月,10月,3月 ○ 8月,10月,3月 ○ ○ ○
男女平等参
画課

平成21年度から「くらしのガイ
ド」に掲載

・インターネットなどの活用 生活環境部
基本計画書ほか
市ホームページ(くらし小樽)と庁内LAN掲載

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

2
企業向け啓発紙の発行

法律施行後、計画等策定した人口10万以上50万以下の
都市へ啓発紙の収集実施

●
男女平等参
画課

平成15年度実施

情報誌「ぱるねっと」にて仕事と家庭の両立支援制度
について紹介

○ 7,000部
男女平等参
画課

平成17年度実施

3
男女平等参画推進をしている企業を情報誌等で紹介

生活環境部 参画プラザ、勤労女性センターの資料コーナーで21世
紀職業財団の機関誌「エソール」を紹介

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

男女平等参画週間の設定と事業の開催 生活環境部 400 205 117 129 117 12 69 121 151 90

女性議会議員との懇談会開催 ◎ 11/7
男女平等参
画課

平成15年度実施

週間設定、本庁にてパネル展開催 ● 11/7～13 180 ○ 11/8～12 55 ◎ 11/7～11 23 ○ 11/7～13 17 ◎ 11/15～22 35 ○ 11/17～21 7 ○ 11/9～13 12 ○ 11/8～12 22 ○ 11/7～11 61 11/16～22 4

　　　　　長崎屋にてパネル展開催(H17～） 11/19～20 11/18～19 11/11～14 11/8～14 11/2～ 8 11/3～ 7 11/26～29 11/2～8

　　　ウイングベイにてパネル展開催(H19～） 11/3～9 11/1～7 10/23～30 10/2７～11/1 11/3～6 11/9～15

男女平等参画推進講演会　開催 ◎
11/9
114名

150 ○
11/6
80名

150 ○
11/20
252名

94 ○
11/19
101名

112 ○
11/11
94名

82 ○
11/9
80名

5 ○
10/24
102名

57 ○
10/30
110名

99 ○
10/30
102名

90 ○
10/21
137名

86
男女平等参
画課

・ポスターや写真、標語などの募集 生活環境部
8月 標語募集 11月 入選作品パネル展掲示
11月9日　入選作品表彰式
広報おたる12月号～3月号に標語掲載

● 70
男女平等参
画課

平成15年度実施

（２）　調査の充実

5 男女平等参画に関する調査・研究 生活環境部

・男女平等参画推進状況を把握する市民意向調査の実施

生活環境部

各分野における男女の対比をまとめた統計冊子「小樽
の女性と男性」を作成し、意識啓発を図った

● 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部
男女平等参
画課

意識調査
平成13年6月実施

6
各種相談業務における女性問題の実態把握

生活環境部

・労働や健康、福祉などの分野での調査充実 生活環境部
庁内「各種相談業務における女性問題の実態把握にか
かわる調査」を実施した

● 10月
男女平等参
画課

平成16年度実施

・ドメスティック・バイオレンスの実態調査 生活環境部 女性相談室の相談ケースのまとめを行った ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

23年度 事業量
事業費
(千円)

23年度 事業量
事業費
(千円)

備　考

事業量
事業費
(千円)

21年度 事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

20年度 事業量
事業費
(千円)

事業量20年度 21年度

事業費
(千円)

19年度 事業量
事業費
(千円)

所管部 具体的事業内容 18年度 事業量事業量
事業費
(千円)

16年度15年度
事業費
(千円)

17年度 事業量
事業費
(千円)

事業量

16年度

施策
番号

施　　策

4

施策
番号

1

具体的事業内容施　　策 所管部

・講演会やパネルディスカッションなどの開催

生活環境部

生活環境部

備　考担当課

担当課

事業量

男女平等参
画課

事業費
(千円)

17年度
事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

19年度 事業量18年度事業量
事業費
(千円)

22年度 事業量15年度
事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

22年度 事業量
事業費
(千円)

24年度 事業量
事業費
(千円)

24年度 事業量
事業費
(千円)

○

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続

1



（３）情報収集・提供の充実

7
男女平等参画に関する関係資料の収集と提供

生活環境部

生活環境部 法律施行後、計画策定等のあった人口10万以上50万以
下の102都市から資料収集した前記都市80市の状況をま
とめる

●
男女平等参
画課

平成15年度実施

「参画プラザ」と勤労女性センターに設置の資料コー
ナーで、情報の提供を実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

8
インターネットの活用による情報収集と提供

生活環境部

・国内外の男女平等参画の動向についての情報収集と提
供

生活環境部 インターネットによる国及び道、他の府県、市町村情
報の収集を実施し、庁内LAN、資料コーナーにおいて提
供

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

・男女平等参画に関する各種事業の案内 生活環境部
男女平等参画関連事業等を情報誌「ぱるねっと」市
ホームページ、新聞等のメディアにより案内

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

・情報誌、各種パンフレット等の紹介
生活環境部

情報誌｢ぱるねっと｣､｢小樽の女性と男性｣､人権パンフ
レットを市ホームページに掲載 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

男女平等参
画課

9 男女平等参画に関する図書やビデオ等の充実及び貸し
出し

関係各部

生活環境部 市ホームページ、庁内LANで資料コーナーのPRを実施 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

教育部 男女平等参画に関する図書やビデオの購入及び貸出し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 図書館

23年度 事業量 事業費
(千円)

21年度 事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量20年度19年度 事業量 事業費
(千円)

所管部 具体的事業内容 18年度
施策
番号

施　　策

・国内外の情報誌等の収集と提供
　　女性行政資料や各種情報誌、
　　パンフレット等

事業量事業量 事業量 事業費
(千円)

16年度事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業費
(千円)

17年度 事業量 担当課 備　考15年度 22年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続

2



　○基本方向　２　あらゆる分野における男女平等の意識づくりの推進

（１）家庭、職場、地域における男女平等の意識づくり

10 家庭における男女平等の推進 関係各部 96 376 970 54 44 44 44 188 212 138

福祉部 「子育てガイドブック」を配布 ○ ○ ○ 900 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22
子育て支援
課

保健所 母子健康手帳交付時に冊子配布 ○ 878冊 ○ 783冊 300 ○ 846冊 ○ 815冊 ○ 764冊 ○ 796冊 ○ 796冊 ○ 717冊 ○ 705冊 ○ 702冊 保健総務課

福祉部
小樽市地域子育て支援センター「げんき」にて「子育
て講座」を実施

○ 年間5回 ○ 年間5回 ○ 年間5回 ○ 年間5回 ○ 年間5回 ○ 年間5回 ○ 年間5回 ○ 年間5回 ○ 年間12回 ○ 年間11回
子育て支援
課

保健所 出前講座の活用 ○ ○ 3回 ○ ○ 3回 ○ 2回 ○ 5回 ○ 6回 ○ 7回 ○ 5回 ○ 5回 健康増進課
すくすくひよこクラブ5回

小樽市女性団体連絡協議会の研修会で夫婦の協力によ
る子育ての重要性と具体的な取組についての啓発を実
施

○ 10 ○ 10 ○ 10 生涯学習課 事業なし

心を育てる講座(子どもの健やかな発達を見つめ心を育
てる親として) ○ 10/9,16,23,30 50 ○ 9/4,11,18,25 30 ○ 9/1,15,22,29 30 ○ 9/7,14,21,28 30 ○ 9/6,13,20,27 20 ○ 9/4,11,18,25 20 ○ 9/3,10,17,24 20 ○ 9/2,9,16,24 20 ○

9/15,22,29
10/6

20 ○
9/13,20,27

10/4
20 生涯学習課

勤労女性センターの生活講座で「男性の料理講座」を
実施

○
6回
69人

36 ○
6回
45人

36 ○
5回
31人

30 ○
4回
70人

24 ○
4回
72人

24 ○
4回
72人

24 ○
4回
32人

24
勤労女性セ
ンター

平成22年度から料理講座は、男女
受講可とした

勤労女性センターの生活講座の参加者を男女受講可と
し男性の参加を促進

◎
35回
72人

168 ○
39回
82人

192 ○
16回
19人

96
勤労女性セ
ンター

保健所 母親・両親学級 保健所にて開催 ◎
年6回

町内会館
◎

年4回
保健所

○
年5回
保健所

○
年5回
保健所

○
年5回
保健所

○
年5回
保健所

○
年4回
保健所

○
年4回
保健所

○
年4回
保健所

○
年4回
保健所

健康増進課
平成21年度から
母親・両親教室として実施

保健所 男性の料理と筋トレ教室を開催 ○ 9月 ○ 7月 健康増進課 平成16年度まで実施

福祉部
「子育て講座」は母親に限定していないが、父親の参
加数が尐ないため、家族で参加しやすいように土曜日
または日曜日に講座を実施（１回）

○ ○ ◎ ○ ○ 11/18(日） ○ 11/16(日) ○ 11/21(土） ○ 11/21(日） ○ 11/20(日) ○ 1/20(日)
子育て支援
課

平成17年度から土曜日又は日曜日
実施（1回)

11 職場における男女平等の促進 関係各部

産業港湾部
生活環境部

セクハラ防止実践講習会を開催 ◎
2/20
81名

商業労政課
男女平等参
画課

平成15年度実施

情報誌「ぱるねっと」、「共同参画」（内閣府情報
誌）を商工会議所、中小企業家同友会、金融機関等へ
配布。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小樽海上保安部等の女性職員の意見交換会に講師を派
遣 ◎ 1/21

12
地域における男女平等参画の推進 生活環境部

・地域への男女平等参画の促進 生活環境部

中学校校長会で標語募集の説明
町会長との定例連絡会議で計画の説明
PTA連合会評議委員会で計画の説明
情報誌「ぱるねっと」を幼稚園と保護者へ配布

●
●

7/16
11/17

○
●

11/2
7/21

◎ 2/8 ○ 11月中旬 ○ 10月中旬 ○ 10月中旬
　
○ 10月上旬 ○ 10月上旬

○ 　10月上旬 ○ 　10月上旬

男女平等参
画課

平成15年度実施
平成16年度まで実施
平成15年度実施

・各種出前講座の活用

町会長との定例連絡会議で出前講座のPRを実施
PTA連合会評議委員会で出前講座・ビデオ貸出しのPRを
実施

● 11/17 ○
●

11/2
7/21 平成15・16年度実施

平成16年度実施

連合小樽女性委員会国際女性デー小樽女性集会にて出
前講座を実施

◎ 3/6
平成19年度出前講座開催

23年度 事業量
事業費
(千円)

21年度 事業量
事業費
(千円)

20年度 事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

19年度

教育部

所管部
施策
番号

・子育てに関する講座の充実

18年度 事業量事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

17年度 事業量
事業費
(千円)

16年度 担当課

男女平等参
画課

男女平等参
画課

備　考施　　策 15年度

・母子健康手帳交付の際にパンフレット配布

具体的事業内容

・男性が家事や育児、介護に参画する
　講座の充実
　　生活講座、両親学級、介護に
　　関する出前講座等

生活環境部


・企業の社員研修等への支援
　　出前講座、情報誌やパンフレット
　　の配布、ビデオの貸し出し等

生活環境部

事業量 22年度 事業量
事業費
(千円)

生活環境部

24年度 事業量
事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続

3



13
男女平等の視点に立った講座等の開催 関係各部 2,463 2,345 2,299 2,040 2,040 1,725 1,204 1,201 1,265 1,296

婦人大学講座 ○
6/5～24

6講座 313名
420 ○

6/1～17
5講座 182名

390 ○
6/2～21

5講座 273名
390

男女平等参
画課

平成18年度から市民大学と統合

生活講座 ○
4/15～8/5
9/16～11/12

16講座 2,025名
876 ○

  4/13～8/3
  9/21～11/11
14講座 1,776名

798 ○
4/15～8/5
9/16～11/12

16講座 1,829名
798 ○

4/18～7/25
9/21～11/10

19講座 1,835名
774 ○

4/17～7/24
9/20～11/28
18講座 1679名

774 ○
4/24～7/29
9/26～11/21

18講座 1,910名
672 ○

5/7～7/28
10/14～11/20

19講座 1,107名
576 ○

5/11～7/15
9/22～11/9

21講座 1,244名
528 ○

5/11～7/1
9/27～11/10
21講座1,440名

512 ○
5/7～6/14
9/28～11/8

18講座1,187名
480

勤労女性セ
ンター

女性国内研修 ○
11/6～9
4名

447 ○
8/26～29

2名
437 ○

8/26～28
5名

447 ○
8/25～27

4名
284 ○

8/31～9/2
5名

314 ○
8/29～8/31

4名
278

男女平等参
画課

平成21年度から休止

男女平等参画セミナー ○
11/25～28
4講座 56名

70 ○
9/27～10/6
4講座 60名

70 ○
10/6～27
4講座 55名

70 ○
10/5～26

4講座 57名
70 ○

10/2～16
3講座 62名

70 ○
10/1～22
4講座 63名

70 ○
11/24～12/8
3講座 78名

70 ○
9/9～10/7
4講座 86名

74 ○
9/7～9/28
4講座 93名

163 ○
9/13～9/27
3講座 71名

230
男女平等参
画課

男女平等参画推進講演会 ○
11/9
114名

150 ○
11/6
80名

150 ○
11/20
252名

94 ○
11/19
101名

112 ○
11/11
94名

82 ○
11/9
80名

5 ○
10/24
102名

58 ○
10/30
110名

99 ○
10/30
102名

90 ○
10/21
137名

86
男女平等参
画課

(再掲）平成20年度（財）北海道女
性協会と共催

小樽市女性団体連絡協議会研修会の開催 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生涯学習課
(再掲）

小樽市女性団体連絡協議会主催小樽市女性大会実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生涯学習課
(再掲）

小樽市民大学講座の開催 ○
6/26～7/23
6講座 206名

500 ○
6/29～7/22
6講座 203名

500 ○
6/21～7/26
6講座 104名

500 ○
6/23～7/25
6講座 270名

800 ○
6/21～7/23
6講座 367名

800 ○
6/26～8/5

6講座 278名
700 ○

6/23～7/28
6講座 224名

500 ○
6/25～7/27
6講座 286名

500 ○
6/21～8/3

6講座　251名
500 ○

7/4～7/31
5講座　284名

500
生涯学習課

（２）学校における男女平等教育の推進

14 男女平等の視点に立った学校行事の運営や児童・生徒
会活動の促進

教育部

学校行事の運営や児童・生徒会等の諸活動を通した男
女が互いに相手の立場と性差を理解する指導の充実

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 指導室

15 技術・家庭科(家庭一般）の男女共修内容の充実 教育部
男女が共に参画して家庭を築いていくという視点から
の技術・家庭科教育の内容の充実、男女共修の徹底の
推進

○
全面
実施

指導室
平成16年度全面実施により施策は
達成

16 性別にとらわれず、個性を尊重する教育観に立った教
育・進路指導の充実

教育部
主体的に職業選択や生活設計ができるような性別にと
らわれない教育観に立った進路指導や職業指導等の充
実

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 指導室

17 男女平等の視点に立った教員向け指導資料の作成や教
員の研修

教育部
教員向け指導資料「かけがえのない子どもたちを大切
に」の作成・配布

○ 900部 62 ○ 900部 56 ○ 900部 49 ○ 850部 47 ○ 850部 47 ○ 850部 46 ○ 850部 46 ○ 850部 46 ○ 950部 45 ○ 940部 27 指導室

（３）市における男女平等の意識づくり

18 男女平等参画に関する職員研修の充実 総務部
管理者（新任課長）研修、新任監督者（新任係長）研
修で特別に時間を設けて研修を行った

● ○ ○ ○
6/27-29
7/5-6 ○

10/24-25
11/6-8 ○ 8/18～20 ○ 7/13～15 ○ 7/13～14 ○

8/24(監督者)
10/25(管理者)

○ 7/18(監督者)
コンプライ
アンス推進
室・職員課

19 男女平等を啓発するための職員向け手引きの作成 生活環境部
庁内LANに「男女共同参画の視点・広報手引」(内閣府
男女共同参画局発行)を掲載し、啓発を図る

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

23年度 事業量
事業費
(千円)

23年度 事業量
事業費
(千円)

23年度 事業量 事業費
(千円)

事業量 事業費
(千円)

21年度 事業量
事業費
(千円)

21年度 事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

20年度 事業量
事業費
(千円)

21年度

事業量

20年度

20年度事業量

事業量

事業費
(千円)

19年度

事業費
(千円)

19年度

事業量 事業費
(千円)

施策
番号

施　　策 所管部 具体的事業内容

事業量
事業費
(千円)

教育部

施　　策

事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

18年度

18年度 19年度 事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

17年度

17年度 事業量

事業量所管部 具体的事業内容 15年度

事業量15年度

事業量事業量
事業費
(千円)

施策
番号

具体的事業内容

16年度

所管部 事業量 事業費
(千円)

16年度 事業量

18年度
事業費
(千円)

施策
番号

施　　策

16年度 事業量
事業費
(千円)

17年度

事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量

備　考

備　考

担当課 備　考

担当課

担当課

事業費
(千円)

　男女平等参画セミナー、女性国内
　研修、婦人大学講座、生涯学習講
　座、市民大学講座、生活講座、出
　前講座、家庭教育講座等

事業量

生活環境部

15年度 22年度 事業量
事業費
(千円)

22年度 事業量
事業費
(千円)

22年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量
事業費
(千円)

24年度 事業量
事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続
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　○基本方向　３　女性の人権を尊重する認識の浸透

（１）性の尊重についての認識の浸透

20 性の尊重や母性保護に関する学習機会の提供
保健所 40 90 90 20 17 17 9 3

・出前講座の活用 保健所 出前講座の活用 ○
市内小学校PTA

5か所
○ ○ ○

性に関するもの
8回

38 ○
性に関するもの

12回
38 ○

性に関するもの
11回

20 ○
性に関するもの

12回
17 ○

性に関するもの
12回

17 ○
性に関するもの

13回
9 ○

性に関するもの
12回

3 健康増進課

・ビデオ等の活用 保健所 ちらし・資料を作成し配布 ● ○
避妊具の配布

930件
52 ○

避妊具の配布
958件

52 健康増進課

21 HIV/エイズ、性感染症の予防と相談 保健所
ＨＩＶ相談、迅速検査実施(H16.12より)
世界エイズデー関連事業「夜間検査」実施

中学校・高校・大学等で健康教育実施

◎

32件
12/6「若者とエ
イズinおたる」

中･高 4か所
◎

50件
11/20「性感染
症市民フォーラ
ム」

中･高･大14か所

○

11/30～12/2
「夜間検査」

中･高11か所
40

○

○

67件
11/30～12/1
「夜間検査」

中・高13か所

○

○

181件
12/27～12/28
「夜間検査」

小中12か所

○

○

185件
12/2～12/3

小中高5か所

○

○

HIV相談：迅速検査
　　105件

小中高8か所

○

○

HIV相談：迅速検査
　　94件

小中高4か所

○

○

HIV相談：迅速検査

100件

中高　5か所

○

○

HIV相談、迅速検査
75件

中高　6か所

健康増進課

平成20年度以降夜間検査なし

特定感染症検査事業（性感染症）の実施 ◎ 件数85件 ◎ 件数98件 〇 60件 〇 60件 ○ 76件 ○ 60件

22 援助交際や売買春行為等の犯罪性についての意識啓発 生活環境部
平成15年9月施行の「インターネット異性紹介事業を利
用して児童を誘引する行為の規制等に関する法律」い
わゆる「出会い系サイト」を規制する法律について、
小・中学校生活指導委員会、高等学校校外生活指導連
盟を通じて、教職員や保護者、児童生徒に周知啓発す
るとともに広報おたるに掲載して、市民(大人及び児
童)の意識を啓発

● ◎ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 青尐年課

23 リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関す
る健康／権利）の考え方の普及 関係各部 72 72 33

・情報誌の活用 生活環境部
ぱるねっと１７号でリプロダクティブ・ヘルス/ライツ
の用語説明を掲載

●
男女平等参
画課

平成18年発行ぱるねっと17号

北海道養護教諭研究大会
小樽市養護教諭研修会 ●

8/29
11/17

○ 健康増進課 平成18年度実施

「性感染症市民フォーラム」の実施 ● 11/20 健康増進課 平成16年度実施

「性感染症問題懇話会」への参画 ○ 5/21 健康増進課 平成17年度実施

「思春期問題検討会」の実施 ◎ 9月12日 健康増進課 平成19年度実施

「産後メンタルヘルス研修会」の実施 ● 健康増進課

安心こども基金事業の実施 ● 72 ○ 72 ○ 1回 33 健康増進課
平成22年度「発達障がいの理解と
対応研修会」の実施

24 青尐年健全育成事業と一体で有害図書等の環境浄化へ
の取り組み

生活環境部
書店
コンビニエンスストア
ビデオレンタル店
カラオケボックス店
図書類自動販売機
インターネットカフェ
を立入調査

○

 11か所
13 〃
 2 〃
 4 〃
 3 〃

○

  6か所
14 〃
 7 〃
 3 〃
 3 〃

○

 10か所
18 〃
 5 〃
 1 〃
 2 〃

〇

  5か所
 2 〃
 5 〃
 1 〃
 2 〃

22 ○

  3か所
 1 〃
 3 〃
 1 〃
 1 〃
 1 〃

○

  5か所
 1 〃
 4 〃
 1 〃
 1 〃
 1 〃

○

 1か所
 1 〃
 3 〃
 1 〃
 1 〃
 1 〃

○

 2か所
 2 〃
 2 〃
 1 〃
 1 〃
 1 〃

◎

3か所
2 〃
3 〃
5 〃
1 〃
1 〃
8 〃

○

3か所
8 〃
3 〃
2 〃

1 〃
8 〃

青尐年課
図書類自動販売機での成人向けビ
デオ等の販売は、H２３年度に停止
された。

25 メディアにおける性の商品化や、女性蔑視、性差別に
基づく表現の是正について関係者への理解と協力の依
頼

生活環境部
市役所、長崎屋１階において
｢メディアにおける女性の人権｣パネル展開催

●
11/7～11
11/19～20

42
男女平等参
画課

平成17年度実施

生活環境部

医療関係者への周知について医師会と相談 ● 3/17
男女平等参
画課

平成15年度実施

医師会、市立病院へ啓発資料配布 ● 12/24
男女平等参
画課

平成16年度実施（ストップ・ザ暴
力）

21年度 事業量 事業費
(千円)

医療現場における女性の人権を尊重するよう、医療関
係者などへの協力依頼

20年度 事業量 事業費
(千円)

23年度 事業量 事業費
(千円)

事業量 事業費
(千円)

17年度 備　考19年度 事業量 事業費
(千円)

担当課22年度 事業量 事業費
(千円)

所管部 具体的事業内容 18年度事業量16年度事業量 事業費
(千円)

事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

26

施策
番号

施　　策

・医療関係者や学校教育関係者との連携

15年度

保健所

24年度 事業量 事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続
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（２）女性への暴力根絶についての認識の浸透

生活環境部

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の防止と被害
者支援についての改訂版を市ホームページに掲載し、
周知の拡大を図る

◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

平成20年度内容の見直しを図り、
改訂版を作成し掲載

ＤＶ相談カードを作成し、市内30施設64女子トイレに
配置

● ○ ○
男女平等参
画課

配偶者からの暴力被害者支援アドバイザー派遣事業研
修会の開催

◎
12/2
27名

男女平等参
画課

小樽警察署ほか関係機関の職員を
対象に実施

セクハラ防止実践講習会開催 ●
2/20
81名

男女平等参
画課

平成15年度実施

講演会開催 ○ 11/6 150 ○
10/18
 40名

男女平等参
画課

平成16年度小樽市男女平等参画推進協
議会と共催（暴力のない共生社会をめ
ざして）平成２２年度小樽人権擁護委
員協議会と共催で「デートＤＶ」に関
する講演会

市内高校にデートＤＶについてのリーフレットを配布 ● 市内の８高校 ○
男女平等参
画課

小樽人権擁護委員協議会と共催

28 メディアに対し、暴力を誘引するような表現の是正と
人権への配慮についての協力依頼

生活環境部

ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラ
スメント｢メディアにおける女性の人権｣パネル展にお
いて暴力を誘引するような表現の是正について啓発

●
市役所11/7～11
長崎屋11/19～
20

○
男女平等参
画課

平成17年度実施
平成22年度実施

基本目標　Ⅱ　あらゆる分野への男女平等参画の促進

　○基本方向　１　政策・方針決定過程への女性の参画の促進

（１）審議会や委員会等への女性の参画促進

29 女性委員の登用状況の把握と公表 生活環境部
5月　登用状況調査を実施し、市ホームページに掲載 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 男女平等参

画課

30 委員選出方法の見直し 関係各部

生活環境部 市役所内部局長へ女性登用促進の依頼文を送付 ● 5/12 ○ 6/14 ○ 2/8 ○ 9/22 ○ 6/26 ○ 改選時に送付 ○ 改選時に送付 ○ ○
男女平等参
画課

文化財審議会に女性委員2名登用 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総合博物館

社会教育委員の約半数を女性委員に委嘱 ○ ○ ○ ○ 13名中5名 ○ 13名中5名 ○ 13名中4名 ○ 13名中5名 ○ 13名中5名 ○ 13名中6名 ○ 13名中6名 生涯学習課

社会教育関係各団体内組織づくりにおける男女平等参
画の啓発実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生涯学習課

・公募制の拡大 生活環境部 市役所内部局長へ公募制の拡大の依頼文を送付 ● 5/12 ○ 6/14 ○ 2/8 ○ 9/22 ○ 6/26
男女平等参
画課

市役所内部局長へ重複登用(選出見直し)の見直しの依
頼文を送付

● 5/12 ○ 6/14 ○ 2/8 ○ 9/22 ○ 6/26
男女平等参
画課

環境にやさしい小樽市民ルール推進員会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 環境課 平成20年度末廃止

関係各部

生活環境部 市役所内部局長へ目標値40％への取り組み依頼文を送
付

●
5/12
31.5％

○
6/14
31.4％

○
2/8

31.9％
○

9/22
(32.6％)

〇
6/26

(32.0％)
○

改選時に送付
(30.9％)

○
改選時に送付

(32.1％)
○

　改選時に送付
（34.5％）

○
　改選時に送付
（35.0％）

男女平等参
画課

福祉部 小樽市民生児童委員協議会の委員改選 ○
345名中164名
(47.5％)

○
345名中166名
(48.1％)

○
345名中166名
(48.1％)

○
345名中165名
（47.8％）

○
347名中167名
（48.1％）

○
347名中170名
（49.0％）

○
347名中169名
（48.7％）

○
344名中171名
（49.7％）

○
343名中170名
（49.6%）

○
338名中167名
（49.4%）

地域福祉課

環境にやさしい小樽市民ルール推進員会議 ○ ○
17名中9名
(52.9％)

○
15名中6名
(40.0％)

○
17名中8名
(47.0％)

○
21名中9名
(42.9％)

○
18名中8名
(44.4％)

環境課
平成22年１0月1日廃止小樽市環境
審議会に移管

小樽市環境審議会 ○
14名中1名
(7.1％)

○
14名中2名
(14.3％)

○
14名中2名
(14.3％)

○
14名中2名
(14.3％)

○
13名中3名
(23.1％)

○
13名中3名
(23.1％)

○
13名中3名
(23.1％)

環境課
平成22年10月1日小樽市公害対策審
議会から移管

教育部 小樽市学校給食運営協議会 ○
40名中21名
(52.5％)

○
40名中23名
(57.5％)

○
40名中21名
(52.5％)

○
40名中21名
(52.5％）

○
40名中25名
(62.5％）

○
40名中24名
(60.0％）

○
40名中24名
(60.0％）

○
40名中21名
(52.5％）

○
32名中20名
（62.5％）

○
32名中17名
（53.1％）

学校給食課
平成23年度定数変更

32
さまざまな分野における女性の人材に関する情報収集 生活環境部

各女性団体に人材リスト登録の協力について要請し、
リストを作成

● ○
男女平等参
画課

平成18年度登録、作成

各部かい長あてリストの活用について依頼 ◎ 5/17
男女平等参
画課

平成19年度活用依頼

リストから、登録女性団体学習研修会の講師を依頼 ◎ 2/27
男女平等参
画課

平成19年度講師依頼

（２）企業・各種機関・団体等への女性の参画促進

33 企業や各種機関・団体等の女性の登用に向けた啓発 企業向けセクハラ防止講習会において登用に向けた啓
発を図る ●

2/20
81名

男女平等参
画課

ポジティブ･アクション普及促進セミナーにおいて登用
に向けた啓発を図る
女性のためのキャリアアップセミナーにおいて人材育
成を図る

◎
11/26 22名

12/2  11名

男女平等参
画課

34 女性の登用に関する情報収集及び広報活動の充実 生活環境部
女性登用を含めた女性に関する統計冊子｢小樽の女性と
男性｣を作成し、市ホームページに掲載し、広報の充実
を図る

● 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部 ○ 100部
男女平等参
画課

（再掲）
男女平等参画推進市民会議委員ほ
か関係者に配布

（３）市における女性職員の職域拡大と登用の促進

35 能力・適性に応じた女性の管理職等への登用 総務部
課長職及び次長職
（一般行政職）

○ 4名 ○ 5名 ○ 1名
（1名）

○ 3名 ○
3名

○
3名

○ 3名
 ○
2名

○ 2名 ○ 2名
職員課

36 職員研修の充実と女性職員の参加機会の促進 総務部
特に男女差を設けていない。また、研修の機会につい
ても平等に扱っている。職場での研修については、男
性・女性で内容を変える必要性がないと考えている
が、今後、女性職員特有の研修内容が必要となるよう
であれば検討したい

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コンプライ
アンス推進
室・職員課

37 女性職員の勤務場所の見直しと職域拡大の促進 総務部
保育士、保健師などの技術職については、勤務場所が
限定されるが、事務職の女性職員については、特に職
域を男性と区別していない。現状は、女性職員の構成
比率が低いということから起因した配置となってお
り、今後は、職員採用や職員配置などに際して、女性
職員の能力が最大限生かされるよう配慮したい

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
職員課

事業費
(千円)

備　考

事業量 事業費
(千円)

23年度
施策
番号

27

施策
番号

所管部

事業量

事業費
(千円)

20年度

20年度 事業量

事業費
(千円)

事業量

19年度

(財）21世紀職業財団北海道事務所
と共催
平成15・16年度実施

備　考

21年度 事業量 事業費
(千円)

備　考事業費
(千円)

担当課

事業費
(千円)

事業費
(千円)

21年度 事業量 担当課事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量

担当課

事業量 事業費
(千円)

21年度 事業量
事業費
(千円)

事業量 事業費
(千円)

事業量

事業費
(千円)

23年度

事業量
事業費
(千円)

23年度20年度 事業量

23年度 事業量

具体的事業内容 18年度

17年度

事業費
(千円)

17年度

所管部

教育部

備　考20年度 事業量 事業費
(千円)

担当課21年度事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業費
(千円)

19年度

事業量 事業費
(千円)

18年度 事業量

19年度 事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

19年度
事業費
(千円)

17年度

18年度

具体的事業内容

所管部 具体的事業内容 事業量

事業量

事業量

事業量

事業量 事業費
(千円)

事業量

15年度 事業量
事業費
(千円)

16年度

生活環境部

事業費
(千円)

17年度
施策
番号

施　　策 事業量 事業費
(千円)

事業量

事業量
事業費
(千円)

18年度

15年度 事業量 事業費
(千円)

31 女性登用率の目標値の設定

施　　策

施　　策

ドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハラ
スメント、性犯罪等の防止のための啓発紙の作成及び
関係法制度の周知

施策
番号

・重複登用の見直し

16年度

16年度

15年度具体的事業内容 事業費
(千円)

16年度

生活環境部

施　　策 所管部

生活環境部

・人材リストの作成と活用促進

15年度

・関係機関・団体等への女性委員推薦の協力要請

24年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量
事業費
(千円)

22年度 事業量 事業費
(千円)

22年度 事業量
事業費
(千円)

22年度 事業量 事業費
(千円)

22年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続
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　○基本方向　２　家庭・地域社会における男女平等参画の促進

（１）家庭、育児、介護等への男女平等参画の促進

38
男性が家庭生活に参画するための各種講座の充実 生活環境部 36 36 30 24 24 24 24 168 192 96

勤労女性センター生活講座「男性の料理」開講 ○
6回
69人

36 ○
6回
45人

36 ○
5回
31人

30 ○
4回
70人

24 ○
4回
72人

24 ○
4回
72人

24 ○
4回
32人

24
勤労女性セ
ンター

（再掲）
平成22年度から料理講座は男女受
講可とした

生活講座の参加者を男女受講可とし男性の参加を促進 ◎
35回
72人

168 ○
39回
82人

192 ○
16回
19人

96
勤労女性セ
ンター

（再掲）

39 男女が共に学ぶ育児・介護講座の充実 関係各部 50 30 150 131 90 80 89 89 98 89

保健所
母親教室、両親学級を定期的に開催するとともに育児
に関する出前講座等を実施

◎ ○ ○ 120 ○ 出前講座3回 101 ○ 16回 70 ○ 17回 60 ○ 18回 69 ○ 19回 69 ○ 1７回 78 ○ 1７回 69 健康増進課
(再掲）

教育部
生涯学習プラザ(レピオ)において父母を対象とした家
庭教育（心を育てる）講座を実施

○ 50 ○ 30 ○ 30 ○ 30 ○ 20 ○ 9/4,11,18,25 20 ○ 9/3,10,17,24 20 ○ 9/2,9,16,24 20 ○
9/15,22,29

10/6
20 ○

9/13,20.27
10/4

20 生涯学習課
(再掲）

福祉部
「子育て講座」は母親に限定していないが、父親の参
加数が尐ないため、家族で参加しやすいように土曜日
または日曜日に父親を主体とした講座を実施（１回）

○ ○ ○ ○ ○ 11/18(日） ○ 11/16(日) ○ 11/21(土) ○ 11/21(日) ○ 11/20(日) ○ 1/20(日)
子育て支援
課

(再掲)
平成17年度から土曜日又は日曜日
実施（1回)

40 各種講座の情報提供 生活環境部 ○ 211

情報誌「ぱるねっと」、新聞報道、広報おたる、ちら
し、インターネット等による情報提供

○ 539 ○ 494 ○ 479 ○ 463 ○ 321 ○ 301 ○ 314 ○ 314

41 子育て相談の充実 関係各部 75 65 155 173 102 70 16 16 13 44

生活環境部

家庭児童相談:電話や面接などによって、子ども本人や
保護者などから相談を受けて、助言や指導を行ってい
る
家庭児童相談

本人相談

○

年間件数

相談ケース61件
相談指導226回
相談ケース19件
相談指導100回

75 ○

年間件数

相談ケース61件
相談指導238回
相談ケース21件
相談指導 55回

65 ○

年間件数

相談ケース73件
相談指導202回
相談ケース14件
相談指導 20回

60 ○

年間件数

相談ケース75件
相談指導237回
相談ケース14件
相談指導 53回

78 ○

年間件数

相談ケース36件
相談指導55回
相談ケース7件
相談指導 7回

62 ○

年間件数

相談ケース15件
相談指導15回
相談ケース2件
相談指導 6回

30 青尐年課
平成17年7月からＥメールを開設
平成21年9月子育て支援課に移管

小樽市地域子育て支援センター「げんき」「風の子」
において、電話、Eメール、面談等の子育て相談を実施
支援センター未設置の市立保育所においても保育所開
放時に積極的に相談に応じている

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
子育て支援
課

電話や面接などによって、子ども本人や保護者などか
ら相談を受けて、助言や指導を行っている

家庭児童相談
本人相談

○

年間件数
相談ケース36件
相談指導40回
相談ケース8件
相談指導 9回

○

年間件数
相談ケース48件
相談指導50回
相談ケース5件
相談指導 5回

○

年間件数
相談ケース34件
相談指導47回
相談ケース3件
相談指導3回

○

年間件数
相談ケース26件
相談指導30回
相談ケース3件
相談指導3回

子育て支援
課 平成21年9月に青尐年課から移管

育児等に関する総合相談を実施するとともに所外にお
いて街角こども総合相談を実施

◎ ○ ○ 95 ○
所内358人
所内464人

95 ○
所内305人
所外626人

40 ○
所内306人
所外517人

40 ○
所内318人
所外419人

16 ○
所内339人
所外484人

16 ○
所内　304人
所外　539人

13 ○

総合健康相談
329人

まちかど子ども健康相談

492人

44 健康増進課

テレフォン育児悩み事相談を毎週開設 ○
348人
361件

○
380人
402件

○
445人
468件

○
484人
513件

○
493人
565件

○
445人
517件

○
384人
420件

○
360人
408件

○
262人
298件

○
288人
308件

健康増進課

（２）地域・社会活動における男女平等参画の促進

男女平等参画の活動拠点の整備 関係各部

既存施設を活用した活動拠点の整備を検討 ●
男女平等参
画課

平成15年度検討し平成16年度参画
プラザ開設

参画プラザを女性団体の活動拠点として情報資料室団
体交流室を整備 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

男女平等参
画課

教育部
学習活動の拠点として、生涯学習プラザ､図書館を積極
的に利用中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生涯学習課

43 町内会やPTA等地域活動の男女平等参画に関する学習の
充実 生活環境部

ＰＴＡ連合会評議委員会でPRを実施 ● 7/21
男女平等参
画課

平成16年度実施

町会長との定例連絡会議でPRを実施 ● 11/17 ○ 11/2
男女平等参
画課

平成15・16年度実施

連合小樽女性委員会国際女性デー小樽女性集会の出前
講座に講師を派遣 ◎

3/6
30名

男女平等参
画課

平成19年度出前講座開催

小樽海上保安部等の女性職員意見交換会に講師を派遣 ◎ 1/21
男女平等参
画課

(再掲）

ＰＴＡ連合会評議委員会でPRを実施 ● 7/21
男女平等参
画課

平成16年度実施

町会長との定例連絡会議でPRを実施 ● 11/17 ○ 11/2
男女平等参
画課

平成15・16年度実施

連合小樽女性委員会国際女性デー小樽女性集会にて出
前講座を実施 ◎

3/6
30名

男女平等参
画課

平成19年度出前講座開催

44 地域における各種イベントや会議に参加しやすい環境
の整備 生活環境部 150 150 94 112 82 5 58 99 90 86

・開催日時、場所の配慮等 生活環境部
講演会(交通の利便性が高い駅近くの会場、又多くの人
が参加しやすい土日に設定)

○
11/9(日)
114名

150 ○
11/6(土)
80名

150 ○
11/20(日)

252名
94 ○

11/19(日)
101名

112 ○
11/11（日）

94名
82 ○

11/9（日）
80名

5 ○
10/24（土）

102名
58 ○

10/30（土）
110名

99 ○
10/30
102名

90 ○
10/21
137名

86
男女平等参
画課

(再掲)

45 ボランティア活動に参加しやすい環境の整備
福祉部 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320 1,898 1,194

・情報の収集と提供 福祉部
小樽市地域子育て支援センター「げんき」において子
育て支援ボランティアを養成し、ボランティア活動後
も年1～2回研修会を実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5/15～5/17

 13名
子育て支援
課

・養成講座の開催 福祉部
小樽市地域子育て支援センター「げんき」において子
育て支援ボランティアを養成し、活動前に育成講座を
年間2回開講

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11/9 10名
子育て支援
課

小樽市ボランティア・市民活動センターと連携を図る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地域福祉課

社会福祉協議会が行っているボランティア活動の周知
普及のための活動に補助金を交付

○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 1,898 ○ 1,194 地域福祉課

（３）女性リーダー及び団体の育成

46 女性リーダーを育成する研修や会議への参加機会の拡
大と充実

生活環境部 517 507 450 400 384 348 70 74 163 230

・研修や会議への参加機会の拡大 生活環境部 小樽市女性国内研修を公募研修生5名により実施 ○
11/6～9
4名

447 ○
8/26～29

2名
437 ○

8/26～28
5名

380 ○
8/25～27

4名
330 ○

8/31～9/2
5名

314 ○
8/29～31

4名
278

男女平等参
画課

(再掲)
平成21年度から休止

男女平等参
画課

(再掲)

23年度 事業量 事業費
(千円)

23年度 事業量
事業費
(千円)

23年度 事業量 事業費
(千円)

○ 211

21年度 事業量 事業費
(千円)

21年度 事業量 事業費
(千円)

20年度

事業費
(千円)

20年度

事業量

事業量

20年度 事業量

備　考担当課事業量 事業量

事業費
(千円)

施策
番号

施　　策 所管部 具体的事業内容

施策
番号

16年度

15年度 事業量

事業費
(千円)

16年度

事業量

福祉部

生活環境部

生活環境部

保健所

所管部

事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

19年度 事業費
(千円)

事業量

事業費
(千円)

事業量事業費
(千円)

18年度 事業量

事業費
(千円)

19年度事業量
事業費
(千円)

15年度 事業量

事業量 事業費
(千円)

18年度

18年度 19年度

事業費
(千円)

事業量

19年度

17年度

事業量
事業費
(千円)

18年度事業量

生活環境部

施　　策

　育児教室、子育て講座、両親学級、
　家庭教育講座、介護に関する出前
　講座

15年度

事業費
(千円)

備　考担当課

備　考

21年度 事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

備　考担当課

事業費
(千円)

22年度 事業量
事業費
(千円)

22年度 事業量 事業費
(千円)

22年度 事業量 事業費
(千円)

施策
番号

42

施策
番号

施　　策

施　　策

・出前講座の活用

・講師の派遣や紹介

17年度

17年度

17年度 事業量

事業量事業費
(千円)

事業量

事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業費
(千円)

16年度

担当課20年度 事業量
事業費
(千円)

21年度

具体的事業内容

具体的事業内容

16年度 事業量
事業費
(千円)

事業量

具体的事業内容 15年度 事業量

・ネットワークの整備 福祉部

所管部

事業費
(千円)

所管部

　子育て支援センター、家庭児童相
　談、育児相談、テレフォン育児悩
　みごと相談

・生活講座 生活環境部

22年度 事業量 24年度 事業量
事業費
(千円)

24年度 事業量
事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

23年度 事業量
事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続
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・女性国内研修の充実 生活環境部 小樽市女性国内研修を公募研修生5名により実施 ○
11/6～9
4名

447 ○
8/26～29

2名
437 ○

8/26～28
5名

380 ○
8/25～27

4名
330 ○

8/31～9/2
5名

314 ○
8/29～31

4名
278

男女平等参
画課

(再掲)
平成21年度から休止

・男女平等参画セミナーの充実 生活環境部 男女平等参画セミナー開講 ○
11/25～28
4講座 56名

70 ○
9/27～10/6
4講座 60名

70 ○
10/6～27
4講座 55名

70 ○
10/5～26

4講座 57名
70 ○

10/2～16
3講座 62名

70 ○
10/1～22
4講座 63名

70 ○
11/24～12/8
3講座 78名

70 ○
9/9～10/7
4講座 86名

74 ○
9/7～9/28
4講座 93名

163 ○
9/13～9/27
3講座 71名

230
男女平等参
画課

(再掲)

女性団体・グループ等の育成及び活動に対する支援
関係各部 150 150 94 112 82 5 58 99 90 86

小樽市男女平等参画推進協議会との共催講演会の実施 ◎
11/9
114名

150 ○
11/6
80名

150 ○
11/20
252名

94 ○
11/19（日）

101名
112 ○

11/11（日）
94名

82 ○
11/9(日）

80名
5 ○

10/24(土）
102名

58 ○
10/30(土）

110名
99 ○

10/30
102名

90 ○
10/21
137名

86
男女平等参
画課

(再掲)

女性国内研修修了生グループ「ネットワーク・らん」
の自主研修によるセミナーの開催

●
11/28
25名

○
10/13
13名

男女平等参
画課

平成15年度実施

教育部
小樽市女性団体連絡協議会の支援と他都市の女性団体
との実践交流実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生涯学習課 平成21年度事業費なし

小樽市男女平等参画推進協議会加盟６団体とネット
ワーク・らんで今後の女性団体等のネットワーク化に
ついて検討会議を開催

●
2/14,3/19
7団体

男女平等参
画課

平成18年度開催
推進協議会は平成19年4月より7団
体に

女性等登録団体によるネットワーク学習研修会の開催 ◎
2/27
44名

○
10/9
15名

男女平等参
画課

平成19、20年度開催

女性等登録団体によるネットワーク会議の開催 ◎
3/18

出席17団体
○

2/10
出席14団体

○
3/21

出席14団体
男女平等参
画課

おたる女性フェスタの開催 ●
6/25

参加27団体
男女平等参
画課

（４）国際理解と交流の推進

48 男女平等参画に関する海外情報の収集と提供
生活環境部

インターネットによる海外情報の提供『男女共同参画
社会に関する国際比較調査』（男女共同参画局発行）
情報資料室資料コーナーで提供

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

49 国際理解の推進
関係各部 9,029 10,885 10,306 11,729 9,698 10,978 9,991 13,972 13,201 11,630

ナホトカ市との交流

・ナホトカ市使節団等歓迎事業 ○ 7/10～15 8名 426 ○ 10/26～29 6名 903 ○ 7/20～27 11名 577 ○
7/30～8/6　16

名
588

・小樽市使節団等派遣事業 ○
10/30～11/3

1名
176 ○ 10/21～25 9名 589 ○ 7/26～30 29名 599

ダニーデン市との交流

・小樽市使節団等派遣事業 ○ 1/31～2/5　6名 1,381 ○ 8/5～8/12 12名 815 ○ 9/20～27 44名 1,568 ○ 8/3～10 10名 779 ○ 7/31～8/7 12名 540 ○ 10/15～23 48名 2,569 ○ 8/4～11 10名 815 ○ 8/7～15　7名 674

・ﾀﾞﾆｰﾃﾞﾝ市使節団等歓迎事業 ○ 2/5～13 10名 520 ○ 7/29～8/2 24名 655 ○
7/28～31 10名
2/6～16 9名

224
497

○ 7/26～31 6名 75 ○ 7/19～28 10名 386 ○ 2/7～15  9名 157 ○ ７/22～26 24名 557 ○ 2/3～8 4名 132

ソウル特別市江西区との交流

・小樽市使節団等派遣事業 ○
10/31～11/3
 　44名

460 ○ 9/23～26 70名 695

・江西区使節団等歓迎事業 ◎ 2/4～7 25名 700 ○ ７/22～25 44名 1,251 ○ 2/2～5 78名 1,949 ○
7/23～30 12名
2/14～17 18名

886

総務部

日本文化体験会
  在住外国人に茶道・書道・華道を実際に体験しても
らい、日本を理解してもらう
  (生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ）

○ 10/26 24名 ○ 10/30 29名 5 ○ 10/29 25名 5 ○ 10/28 18名 12 ○ 10/27 20名 15 ○ 10/25 26名 15 ○ 10/24 23名 15 ○ 10/30 16名 15 ○ 10/22 20名 15 ○ 10/20　22名 15 秘書課
小樽市文化団体協議会との共同事
業

総務部
日本語教室
　 4月～12月(毎週水曜開講)(生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ)

○ 29回 100 ○ 28回 105 ○ 29回 105 ○ 30回 100 ○ 30回 100 ○ 30回 80 ○ 30回 80 ○ 30回 50 ○ 30回 50 ○ 30回 50 秘書課

総務部
教育部

小樽商大留学生と市内小・中学生との交流事業
○

色内･緑小、望
洋台中　3か所

○
緑・桜小
2か所

○
緑・桜小
2か所

○
稲穂・花園・
緑・長橋・望洋
台小　5か所

○
小学校10校で実
施 ○

小学校4校
中学校1校
で実施

○
小学校2校で実
施 ○

小学校1校で実
施 ○

小学校1校で実
施

○
小学校1校で実
施

秘書課
指導室

総務部 小樽雪あかりの路(市役所会場）への共同参加 ●
参加留学生5名
(内女性1名）

秘書課 平成15年度実施

総務部
市内在住外国人向け情報紙「ＯＡＳＩＳ」発行
事業

○ 60 ○ 47 秘書課 平成15・16年度実施

教育部
 
ＪＥＴプログラムによる英語指導助手２名を招致し、
全ての中学校への派遣と要請に基づいた小学校への派
遣

●
全中学校へ派
遣、小学校2校
へ派遣

6,542 ○
全中学校へ派
遣、小学校3校
へ派遣

9,258 ○
全中学校へ派
遣、小学校2校
へ派遣

8,452 ○
全中学校へ派
遣、小学校3校
へ派遣

9,935 ○
全中学校へ派
遣、小学校6校
へ派遣

8,919 ○
全中学校へ派
遣、小学校13校
へ派遣

8,680 ○
全中学校へ派
遣、小学校13校
へ派遣

8,680 ○
全中学校へ派
遣、小学校17校
へ派遣

9,530 ○
全中学校へ派
遣、小学校15校
へ派遣

9,545 ○
全中学校へ派
遣、小学校14校
へ派遣

9,417 指導室

50 国際交流ネットワークの推進
関係各部 2,487 1,627 2,575 1,794 779 2,298 1,311 4,442 3,656 2,213

ナホトカ市との交流 (再掲)

・姉妹都市との交流推進 ・ナホトカ市使節団等歓迎事業 ○ 7/10～15 8名 426 ○ 10/26～29 6名 903 ○ 7/20～27 11名 577 ○
7/30～8/6　16

名
588

・小樽市使節団等派遣事業 ○
10/30～11/3
1名

176 ○ 10/21～25 9名 589 ○ 7/26～30 29名 599

ダニーデン市との交流

・小樽市使節団等派遣事業 ○ 1/31～2/5　6名 1,381 ○ 8/5～8/12 12名 815 ○ 9/20～27 44名 1,568 ○ 8/3～10 10名 779 ○ 7/31～8/7 12名 540 ○ 10/15～23 48名 2,569 ○ 8/4～11 10名 815 ○ 8/7～15　7名 674

・ﾀﾞﾆｰﾃﾞﾝ市使節団等歓迎事業 ○ 2/5～13 10名 520 ○ 7/29～8/2 24名 655 ○
7/28～31 10名
2/6～16 9名

224
497

○ 7/26～31 6名 75 ○ 7/19～28 10名 386 ○ 2/7～15  9名 157 ○ 7/22～26 24名 557 ○ 2/3～8 4名 132

ソウル特別市江西区との交流

・小樽市使節団等派遣事業 ○
10/31～11/3
 　44名

460 ○ 9/23～26 70名 695

・江西区使節団等歓迎事業 ◎ 2/4～7 25名 700 ○ 7/22～25 44名 1,251 ○ 2/2～5 78名 1,949 ○
7/23～30 12名
2/14～17 18名

886

・市内外国人との交流の推進 総務部

日本文化体験会
  在住外国人に茶道・書道・華道を実際に体験しても
らい、日本を理解してもらう
  (生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ）

○ 10/26 24名 ○ 10/30 29名 5 ○ 10/29 25名 5 ○ 10/28 18名 12 ○ 10/27 20名 15 ○ 10/25 26名 15 ○ 10/24 23名 15 ○ 10/30 16名 15 ○ 10/22 20名 15 ○ 10/20　22名 15
秘書課

(再掲)
小樽市文化団体協議会との共同事
業

総務部
日本語教室
　 4月～12月（毎週水曜開講）(生涯学習ﾌﾟﾗｻﾞ）

○ 29回 100 ○ 28回 105 ○ 29回 105 ○ 30回 100 ○ 30回 100 ○ 30回 80 ○ 30回 80 ○ 30回 50 ○ 30回 50 ○ 30回 50 秘書課
(再掲)

・留学生との交流推進 総務部

中国人留学生の市内施設見学
小樽、札幌の大学に通う中国人留学生に小樽市内を案
内して小樽市に対する理解を深める

○ 参加者18名 ○ 参加者13名 秘書課 平成15・16年度実施

総務部
教育部

小樽商大留学生と市内小・中学生との交流事業
○

色内･緑小、望
洋台中　3か所

○
緑・桜小
2か所

○
緑・桜小
2か所

○
稲穂・花園・
緑・長橋・望洋
台小　5か所

○
小学校10校で実
施

○
小学校4校
中学校1校
で実施

○
小学校2校で実
施

○
小学校1校で実
施 ○

小学校1校で実
施

○
小学校1校で実
施

秘書課
指導室

(再掲)

総務部 小樽雪あかりの路(市役所会場）への共同参加 ●
参加留学生5名
(内女性1名）

秘書課 平成15年度実施

総務部
市内在住外国人向け情報紙「ＯＡＳＩＳ」発行
事業

○ 60 ○ 47 秘書課 平成15・16年度実施

基本目標　Ⅲ　男女が働きやすい環境づくり

　○基本方向　１　就労の場における男女平等の推進

（１）男女の均等な雇用機会と待遇の確保に関する施策の推進

51 男女雇用機会均等法や制度、施策の周知・啓発 産業港湾部
リーフレットなどによる周知、啓発をしている ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 商業労政課

52 産業港湾部
小樽市労働実態調査 ○ 390 ○ 216 ○ 216 ○ 207 ○ 158 ○ 118 ○ 118 ○ 118

53 就労に関する相談の充実と情報提供の促進 産業港湾部
雇用相談総合窓口の設置、内職相談、週刊ワーク情報
の配布、求める人材についての企業情報の提供

○ 175 ○ 66 ○ ○
ホームページに
人材を求める企
業を22社掲載

○
ホームページに
人材を求める企
業22社掲載

○
ホームページに
人材を求める企
業20社掲載

○
ホームページに
人材を求める企

業19社掲載
○

ホームページに
人材を求める企
業19社掲載

○
ホームページに
人材を求める企
業19社掲載

○
ホームページに
人材を求める企
業20社掲載

商業労政課

・女性団体等のネットワーク化 生活環境部

23年度 事業量
事業費
(千円)

23年度 事業量 事業費
(千円)

23年度 事業量 事業費
(千円)

○
600社照会、
265社回答

118

21年度 事業量 事業費
(千円)

600社照会
282社回答

21年度 事業量
事業費
(千円)

21年度 事業量 事業費
(千円)

秘書課

(再掲)

総務部

15年度 事業量 事業費
(千円)

事業量 担当課20年度事業量

秘書課

16年度

総務部

事業量

事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量 事業費
(千円)

19年度 事業量

600社照会
255社回答

事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

20年度

20年度所管部

所管部 具体的事業内容

具体的事業内容

19年度

18年度
事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

600社照会
258社の回答

600社照会
243社回答

事業量 事業費
(千円)

19年度

事業費
(千円)

18年度

事業費
(千円)

18年度

事業量 事業量

(再掲)

秘書課

備　考

秘書課

秘書課

秘書課

担当課22年度 事業量
事業費
(千円)

22年度 事業量

備　考

備　考

担当課

商業労政課

施策
番号

施　　策

・育成支援

施策
番号

施　　策

施策
番号

施　　策

47

具体的事業内容

15年度

事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

15年度 事業量 事業費
(千円)

事業量17年度

17年度

16年度

事業費
(千円)

16年度

事業量

事業量

事業量

所管部

就労の場における実態調査の実施

生活環境部

17年度

600社照会、
254社回答

事業費
(千円)

22年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量
事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

○
600社照会、
277社回答

117

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続

8



（２）女性の就業機会の拡大

54
女性の職業能力開発や技術修得の支援 関係各部 732 801 2,320 2,320 2,320 2,214 2,217 2,284 2,238 2,218

・はつらつ講座（パソコン教室、外国語等）の開催 産業港湾部
道立札幌高等技術専門学院「パソコン講習会」等の周
知 ○ 商業労政課 平成15年度実施

3月　小樽市優良技能者表彰式の開催 ○ 80 ○ 40 ○ 40 ○ 16名表彰 40 ○ 12名表彰 40 ○
11名表彰（うち
女性2名）

35 ○
  9名表彰（う
ち女性1名）

35 ○
  8名表彰（う
ち女性1名）

35 ○
9名表彰（うち
女性1名）

21 ○
12名表彰（うち

女性1名）
25 商業労政課

教育部
初心者向けにパソコン講座、外国語講座（英会話、韓
国語、中国語、ロシア語）を実施
（はつらつ講座の一部）

○
年間4期

(1期につき8回)
652 ○

年間4期
(1期につき8回)

761 ○
年間2期

(1期につき10
回)

2,280 ○ 1期に20回 2,280 ○
年間2期

(1期につき10
回)

2,280 ○
年間2期

(1期につき10
回)

2,179 ○
年間2期

(1期につき10
回)

2,182 ○
年間2期

(1期につき10
回)

2,249 ○
年間2期

（1期につき
10回）

2,217 ○
年間2期

(1期につき10
回)

2,193 生涯学習課 平成24年度ロシア語講座休講

55 就労に関する相談窓口の設置と情報提供 産業港湾部

雇用相談総合窓口の設置、内職相談、週刊ワーク情報
の配布、求める人材についての企業情報の提供

○ ○ ○ ○
ホームページに
人材を求める企
業を22社掲載

○
ホームページに
人材を求める企
業22社掲載

○
ホームページに
人材を求める企
業20社掲載

○
ホームページに
人材を求める
企業19社掲載

○
ホームページに
人材を求める
企業19社掲載

○
ホームページに
人材を求める企
業19社掲載

○
ホームページに
人材を求める企
業20社掲載

商業労政課

（再掲）

56 起業に対する支援 産業港湾部

起業家育成ワンランクアップ塾の開催 ○
10/22～12/10
　3回　24名

○
11/10～11/17
  2回  12名

産業振興課 平成15・16年度実施

パッケージ事業として「新規創業者スキルアップ塾」
を開催

○
9/15～1/26
10回　10名

○
10/18～3/7
10回　11名 産業振興課 平成17・18年度実施

起業に関する相談 ○
相談件数
5　件

○
相談件数
3　件

○
相談件数
4　件

○
相談件数
3　件

○
相談件数
6　件

○
相談件数
5　件

産業振興課 平成15～18年度について詳細不明

（３）男女が対等なパートナーとして働く職場環境づくりの推進

57 セクシュアル・ハラスメント防止についての啓発
関係各部

産業港湾部
生活環境部

セクハラ防止実践講習会開催 ●
2/20
81名

商業労政課
男女平等参
画課

平成15年度実施

生活環境部
21世紀職業財団主催の企業向けセクハラ相談対応セミ
ナー開催ちらし配布

○
男女平等参
画課

平成16年度実施

産業港湾部 厚生労働省作成のパンフレットを配布 ○ 商業労政課 平成15年度実施

生活環境部
平成14年3月発行の人権啓発冊子を市ホームページに掲
載

● ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

平成20年度発行の「ＤＶからの暴
力の防止と被害者支援について」
に変更

58
職場における女性の職域拡大と慣例の見直し 関係各部 673 494 434 463 321 301 314 314 211 211

・情報誌の活用 生活環境部
情報誌「ぱるねっと」に計画推進状況の概要掲載、配
布

○ 539 ○ 494 ○ 434 ○ 463 ○ 321 ○ 301 ○ 314 ○ 314 ○ 211 ○ 211
男女平等参
画課

港湾産業部
生活環境部

セクハラ防止実践講習会開催 ●
2/20
81名

商業労政課
男女平等参
画課

（再掲）
平成15年度実施

産業港湾部
会議所との連携による経営戦略セミナーの開催のほ
か、パッケージ事業として人事労務講習会等を実施

◎

・経営戦略セミ
ナー
8/1 30名 1/29
40名

134 ○

・経営戦略セミ
ナー
5/28 10名 ○

・経営戦略セミ
ナー7/22 30名
10/19 34名
・人事労務講習
会6/7～11/22 12
回 26名

○

・経営戦略セミ
ナー2/7 23名
・人事労務講習
会5/23～10/31
16回 46名

○
・経営戦略セミ
ナー10/19 18名

○
・経営戦略セミ
ナー2/23 14名

産業振興課
経営戦略セミナーについては、平
成16年度から小樽商工会議所へ委
託。平成20年度で終了

生活環境部

企業向けポジティブ・アクション普及促進セミナーの
開催
女性のためのキャリア・アップセミナー開催

◎
11/26 22名

12/2  11名

男女平等参
画課

(再掲）
平成16年度実施

　○基本方向　２　仕事と家庭の両立支援

（１）職場における労働環境の整備

59 家庭生活と調和する働き方の推進
産業港湾部

・パートタイム労働法の周知・啓発 産業港湾部 ポスターの掲示等による周知・啓発 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 商業労政課

・フレックスタイム制度や労働時間短縮の周知・啓発
産業港湾部 ポスターの掲示等による周知・啓発

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 商業労政課

60 育児・介護休業法や制度等の周知・啓発
関係各部

産業港湾部 ポスターの掲示等による周知・啓発 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 商業労政課

生活環境部
情報誌「ぱるねっと」にて仕事と家庭の両立支援に取
り組む企業について紹介、支援制度について周知・啓
発

○
男女平等参
画課

平成17年度実施

（２）育児や介護の支援体制の整備

61 多様な保育サービスの充実 福祉部 41,826 42,550 45,284 50,073 53,193 48,450 57,174 60,910 71,449 78,204

福祉部 認可保育所20か所中

　産休明け保育 15か所 21,420 15か所 21,600 15か所 21,236 15か所 20,939 15か所 21,312 15か所 19,240 16か所 23,088 16か所 22,940 17か所 24,822 17か所 24,780
　障がい児保育 3〃 4,437 2〃 3,600 4〃 2,376 7〃 4,307 8〃 5,328 7〃 3,552 5〃 3,108 8〃 8,140 10〃 11,673 11〃 12,390
　一時的保育 1〃 2,104 2〃 4,215 2〃 4,056 2〃 4,379 2〃 3,984 2〃 4,135 3〃 5,684 3〃 6,276 3〃 6,020 3〃 5,424
　延長保育 5〃 11,883 5〃 12,000 5〃 12,000 6〃 16,000 6〃 15,872 6〃 15,980 7〃 20,000 7〃 20,000 8〃 22,667 9〃 25,299

　休日保育 1〃 1,870 1〃 2,805 1〃 1,947 1〃 1,947 1〃 1,945 1〃 1,993
　広域保育 1〃 1,982 1〃 1,135 2〃 5,616 2〃 4,448 3〃 4,827 4〃 2,738 5〃 3,347 3〃 1,607 3〃 1,160 4〃 2,412

ファミリーサポートセンター
● 1か所 3,162 ○ 1か所 5,906

子育て支援
課

平成23年10月から援助活動開始

62

放課後児童対策の充実 関係各部 38,902 42,304 117,528 113,453 108,044 109,250 114,767 110,428 120,695 124,617

生活環境部 勤労女性センターにおける放課後児童クラブの開設 ○ 3,580 ○ 3,475 ◎ 3,778 ○ 3,779 ○ 3,779 ○ 3,658 ○ 3,762 ○ 3,774 ○ 3,878 ○ 3,873
勤労女性セ
ンター

福祉部
児童館（センター）における放課後児童クラブの開設
障がい児受入

● 7,215 ○ 9,436 ◎
塩谷児童ｾﾝﾀｰ１名
いなきた児童館２

名
9,335 ○

塩谷児童ｾﾝﾀｰ１名
いなきた児童館１名 8,854 ○

塩谷児童ｾﾝﾀｰ１名
いなきた児童館１名 9,094 ○

塩谷児童ｾﾝﾀｰ2名
いなきた児童館１名 9,094 ○ いなきた児童館１名 7,510 ○ いなきた児童館１名 4,372 ○

塩谷児童センター１
名 8,224 ○

塩谷児童センター１
名 8,339

子育て支援
課

教育部
市内小学校20校と小樽聾学校に放課後児童クラブを開
設 ○ 7,518 ◎ 10,700 ◎ 84,619 ◎

障がい児受入
桜小1名

天神小1名
花園小1名

80,849 ◎

張碓小に開設
銭函SCと銭函市
民センター児童
クラブを銭函小
敷地内プレハブ

に移設

75,144 ◎
小樽市聾学校に
児童クラブを開
設

76,403 ◎

4、5月の土曜日
について、5校
で試行開設（長
橋・手宮西・最
上・天神・若
竹）

83,021 ◎

土曜日につい
て、通年開設6
校、4，5月開設
11校とする。

82,200 ◎

土曜日、学校休
業日の開設時間
を10分早め、午
前8時20分から

とした

88,590 ◎

特別支援学級等
在籍児童は6年
生まで受け入れ
実施とした(拠
点校方式)

92,453 生涯学習課

23年度

23年度 事業量 事業費
(千円)

23年度 事業量 事業費
(千円)

23年度 事業量 事業費
(千円)

◎

23年度 事業量
事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

21年度 事業量

事業量
事業費
(千円)

20年度 事業量 事業費
(千円)

事業量 事業費
(千円)

18年度

◎

20年度 事業量 事業費
(千円)

◎

事業量
事業費
(千円)

19年度

19年度

20年度 事業量
事業費
(千円)

20年度

20年度

事業費
(千円)

◎

事業量

◎

事業量
事業費
(千円)

事業量事業量

19年度

事業費
(千円)

18年度 事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業費
(千円)

19年度

事業量

・放課後児童クラブの充実

19年度 事業量

事業費
(千円)

事業費
(千円)

18年度 事業量

事業費
(千円)

18年度

事業費
(千円)

事業量

施策
番号

施　　策 所管部 具体的事業内容 16年度 事業量事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

16年度

15年度

・啓発パンフレットの作成

・雇用主への啓発
　（経営者セミナーの開催）

事業費
(千円)

事業量18年度

所管部

所管部

備　考

備　考

備　考

備　考

・平成17年度から時間延長及び特
殊学級児童の受け入れ
・平成19年度から特別支援学級在
籍児童は4年生まで受け入れ実施
・平成22年度から通年土曜日開設
校を5校から6校に増加し、4、5月
土曜日を11校で開設
・平成23年12月から土曜日、学校
休業日の開設時間を10分早め、午
前8時20分とした
・平成24年度から特別支援学級等
在籍児童は6年生まで受け入れ実施
(拠点校方式)

備　考

事業量（箇所数）には公立を含
み、事業費には公立を含まない
障がい児保育、広域保育は対象児
童の増減による

担当課

担当課

担当課

担当課

子育て支援
課

具体的事業内容

具体的事業内容

施策
番号

施　　策 所管部 具体的事業内容

施策
番号

施　　策

・相談体制の充実

15年度

  産休明け保育、障がい児保育、
  一時的保育、延長保育、休日
  保育、夜間保育、病後児保育、
  病児保育、広域保育、ファミ
  リーサポートセンター

◎

施策
番号

施　　策

事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量

17年度事業量

16年度 事業量 17年度

事業費
(千円)

16年度

15年度 事業量

事業量

施策
番号

施　　策 所管部 具体的事業内容 15年度 事業量 事業費
(千円)

担当課事業量 事業費
(千円)

17年度

事業費
(千円)

16年度 事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量

事業費
(千円)

17年度 事業量

◎

15年度 事業量

事業量事業費
(千円)

17年度

・職場セミナー等における啓発

◎

21年度 事業量 事業費
(千円)

22年度

事業量

事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

22年度 事業費
(千円)

22年度 事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

21年度 事業量

○

22年度 事業量 事業費
(千円)

21年度 事業量 事業費
(千円)

21年度 事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

22年度 事業量

事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

◎

24年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量

24年度 事業量
事業費
(千円)

24年度

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続

9



・児童館の充実 福祉部 児童館活動（市内3施設） ○ 20,589 ○ 18,693 ○ 19,796 ○ 19,971 ○ 20,027 ○ 20,095 ○ 20,474 ○ 20,082 ○ 20,003 ○ 19,952
子育て支援
課

63 多様な介護サービスの充実 医療保険部
デイサービスやショートステイ等の多様な介護サービ
スの充実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 介護保険課

基本目標　Ⅳ　男女平等参画社会を可能にする環境整備

　○基本方向　１　男女の自立に向けた生涯学習の推進

（１）学習機会・内容の充実

64 多様な種類の講座の企画 関係各部 2,079 2,381 1,882 2,040 1,944 1,725 1,444 1,369 1,457 1,488

・男女の自立に向けた講座
　　男性の料理教室
・男性参加型の講座

生活環境部
勤労女性センター生活講座　「男性の料理講座」
勤労女性センター生活講座　上記以外の講座

○ 6回 36 ○ 6回 36 ○ 5回 30 ○
4回70人 24 ○ 4回72人 24 ○

◎
4回72人
18回70人

24
108

○
◎

4回32人
32回92人

24
216

ー
◎ 35回72人

ー
168

○
  －

39回82人
 －
192

○
  －

16回19人
 －
96

勤労女性セ
ンター

(再掲)
平成22年度から参加者を男女受講
可とする

男女平等参画セミナー ○
11/25～28
56名参加

70 ○
9/27～10/7
60名参加

70 ○
10/6～27
55名参加

70 ○
10/5～26
57名参加

70 ○
10/2～16

3講座 62名参加
70 ○

10/1～22
4講座 63名参加

70 ○
11/24～12/8

3講座 78名参加
70 ○

9/9～10/7
4講座 86名参加

74 ○
9/7～9/28
4講座 93名

163 ○
9/13～9/27
3講座 71名

230
男女平等参
画課

(再掲)

小樽市男女平等参画推進協議会との共催講演会開催 ○
11/9

150名参加
150

○
11/6

80名参加 150 ○
11/20

250名参加 94 ○
11/19

101名参加 112 ○
11/11

94名参加
82 ○

11/9
80名参加

5 ○
10/24

102名参加
58 ○

10/30
110名参加

99 ○
10/30
102名

90 ○
10/21
137名

86
男女平等参
画課

(再掲)

教育部
小樽市女性団体連絡協議会研修会の後援
小樽市女性大会の後援

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

生涯学習課

婦人大学講座

○ 6/5～24 420 ○ 6/1～17 390 ○ 6/2～22 390
男女平等参
画課

平成18年度から市民大学と統合に
より個別開催中止

生活講座(春季)
○ 4/15～8/5 6講

座
432 ○ 4/13～8/3 7講

座
432 ○ 4/19～8/9 7講

座
432

○
4/18～7/25 9講
座

396
○

4/17～7/24 9講
座

378 ○
4/24～7/29
 9講座

336 ○
4/7～7/28
 10講座

288 ○
5/11～7/15
 10講座

264 ○
5/11～7/1
12講座

272 ○
5/7～6/19
 9講座

216
勤労女性セ
ンター

(再掲)

生活講座(秋季)
○ 9/16～11/17 8

〃
444 ○ 9/16～11/11 7

〃
366 ○ 9/16～11/17 9

〃
366

○
9/21～11/10 10
講座

378
○

9/20～11/28 9
講座

300 ○
9/26～11/21

 9講座
336 ○

10/14～11/20
 9講座

288 ○
9/22～11/9
 11講座

264 ○
9/27～11/10

 9講座
240 ○

9/28～11/8
 9講座

264
勤労女性セ
ンター

(再掲)

教育部 小樽市民大学講座 ○ 6/26～7/23 500 ○ 6/29～7/22 500 ○ 6/21～7/26 500 ○ 6/23～7/25 800 ○ 6/21～7/23 800 ○ 6/26～8/5 700 ○ 6/23～7/28 500 ○ 6/25～7/27 500 ○ 6/21～8/3 500 ○ 7/4～7/31 500 生涯学習課

(再掲)
平成18年度婦人大学と統合
平成20年度から卖独開催

・女性リーダー育成のための学習機会の充実
　　女性団体・グループ等の学習
　　活動支援、国内研修等リーダー
　　養成学習機会の提供、国内・世
　　界女性会議への参加支援

生活環境部

女性国内研修公募市民派遣

男女平等参画セミナーにおいて起業家養成講座開催

○ 11/6～9
4名

447 ○ 8/26～29
2名

437 ○

○

8/26～28
5名

10/19,27

380

70

○ 8/25～27
4名

284 ○ 8/31～9/2
5名

314 ○ 8/29～8/31
4名

278

男女平等参
画課

(再掲)
平成21年度から休止

平成17年度実施

65 生活環境部
男女平等参画セミナーの講師を女性団体より確保 ● ○ ○ 平成15、17年度講師を依頼

女性団体等学習研修会講師に女性の人材リスト登録者
を派遣 ◎ 2/27

（２）学習情報の提供

66
各種メディアを活用した講座概要の提供 総務部 36,935 31,897 27,342 25,985 25,160 23,714 24,237 23,180 25,314 25,031

　広報誌、ホームページ、FMおたる、
　新聞、おたる市民ニュース等

担当課より講座概要の記事をホームページに掲載依頼
があるものについて、随時掲載している

○ 7回 847 ○ 6回 317 ○ 152 ○ 197 ○ 223 ○ 226 - - - - - - － － － － － － 広報広聴課
CMSの稼動により原課が掲載するた
め、所管ではなくなる

下記により各種講座を紹介

・広報おたる「情報パレット」欄　毎月1日発行 13回 29,000 13回 25,000 ○ 23,000 ○ 22,244 ○ 21,393 ○ 3回 19,944 ○ 3回 20,693 ○ 3回 19,636 ○ 3回 19,787 ○ 4回 19,504 広報広聴課 H24年.4月.8月.9月.10月

・おたる市民ニュース
  ｴﾌｴﾑ小樽放送局　毎週月～金曜午前9時45分頃

○ 19回 3,308 ○ 15回 2,800 ○ 2,300 ○ 1,654 ○ 1,654 ○ 17回 1,654 ○ 17回 1,654 ○ 17回 1,654 ○ 40回 3,637 ○  9回 3,637 広報広聴課

・小樽フラッシュニュース
  札幌テレビ放送　毎週土曜午前9時25分～ 2回 3,780 2回 3,780 ○ 1,890 ○ 1,890 ○ 1,890 ○ 1回 1,890 ○ 1回 1,890 ○ 1回 1,890 ○ 1回 1,890 ○ 3回 1,890 広報広聴課

・新聞社ほか報道機関に報道依頼
報道依頼は担当課より直接

67
イベント等の行政情報のネットワーク化 教育部 20

・生涯学習情報のお知らせ 教育部
市内の生涯学習情報を3か月ごとに年間4回｢生涯学習情
報｣という冊子にして発行し、生涯学習プラザ、市役所
ホール、図書館ほか社会教育施設に、市民が持ち帰る
ことができるように配置

○ 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生涯学習課

（３）学習環境の整備

68 既存施設の有効利用
教育部 22,168 22,168 11,810 11,821 19,748 23,970 22,986 22,725 22,850 13,480

96 77 68 63 ○ 61 ○ 5 生涯学習課分5千円

19,652 23,893 22,918 22,662 ○ 22,789 ○

小学校運動場24校
開放夏季休暇プール3
校
高島小温水プール開放

13,475

生涯スポーツ課分
13,475千円

・余裕教室の利用 教育部
余裕教室については、「学校施設活用方針」により、
当面できるものから対応し、順次活用を図る

○ ○ ○ ○ ○ 総務管理課 未活用の余裕教室がなく活用なし

・社会教育施設等の有効利用 教育部
男女平等参画社会の実現に向けた学習活動の拠点とし
て、生涯学習プラザ及び図書館の有効利用を図ってい
る

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生涯学習課
図書館

69 参加しやすい講座の開催
生活環境部 1,096 1,018 962 980 926 747 800 701 765 796

生活講座(勤労及び家事等に従事している女性のため
昼・夜間相互の開講、託児受付) ○ 876 ○ 798 ○ 798 ○ 798 ○ 774 ○ 672 ○ 672 ○ 528 ○ 512 ○ 480

勤労女性セ
ンター

(再掲)

男女平等参画推進講演会(土又は日曜日・午後開講及び
託児受付) ○ 150 ○ 150 ○ 94 ○ 112 ○

11/11(日)
 94名

82 ○
11/9(日)
 80名

5 ○
10/24(土)
 102名

58 ○
10/30(土)
 110名

99 ○
10/30（日）

102名
90 ○

10/21
137名

86
男女平等参
画課

(再掲)

男女平等参画セミナー(夜間開講及び託児受付) ○ 70 ○ 70 ○ 70 ○ 70 ○ 70 ○ 70 ○ 70 ○ 74 ○ 163 ○ 230
男女平等参
画課

(再掲)

教育部

教育部
女性団体の学習会等における図書館の液晶プロジェク
ター等の貸し出し実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 図書館

23年度 事業量 事業費
(千円)

23年度 事業量 事業費
(千円)

23年度 事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

18年度

事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量事業費
(千円)

19年度

事業量

20年度 事業量

20年度 事業量 事業費
(千円)

○

事業費
(千円)

20年度 事業量 事業費
(千円)

○11,821

事業量

18年度

事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量

事業量

19年度

事業費
(千円)

事業量

事業費
(千円)

事業費
(千円)

22,168 ○

事業量

・学校開放の拡充 教育部
文科系、体育系の活動の場として、教室や体育館、学
校プールを開放している

11,810○ 22,168 ○

事業費
(千円)

18年度事業量

○

17年度 事業量

17年度 事業量

事業費
(千円)

事業量

19年度

多様な学習ニーズに対応した、男女平等参画活動の指
導者確保の推進

15年度

施　　策 所管部

生活環境部

施策
番号

施　　策

・女性のエンパワーメントにつながる
　教育・学習活動の充実
　　婦人大学講座、市民大学講座、
　　成人学校、生涯学習講座、生活
　　講座等

施策
番号

施　　策

・男女平等参画を啓発する講座
　　男女平等参画セミナー、講演会、
　　パネルディスカッション、出前
　　講座等

具体的事業内容 事業量 事業費
(千円)

16年度

総務部

所管部 16年度

事業量 備　考

備　考

男女平等参
画課

担当課 備　考

担当課

担当課

所管部 事業量

事業費
(千円)

施策
番号

生活環境部

具体的事業内容

事業量15年度具体的事業内容

17年度

15年度 事業費
(千円)

事業費
(千円)

16年度

・曜日及び時間帯や託児等への配慮 生活環境部

事業費
(千円)

○

21年度 事業量 事業費
(千円)

21年度 事業量 事業費
(千円)

事業量 事業費
(千円)

○
生涯学習課
生涯ｽﾎﾟｰﾂ
課

70 学習教材や機材等の有効活用

22年度 事業量 事業費
(千円)

22年度 事業量 事業費
(千円)

22年度21年度 事業量

24年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続
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　○基本方向　２　安心して暮らせる環境整備

（１）健康づくりの推進

71
母子保健の推進 保健所 20,127 31,916 1,144 20,418 66,868 76,337 112,778 105,213

妊婦健診4か所 前期4,866
後期4,337 ○

妊婦健診4か所
○

妊婦健診4か所
15,288 ◎

妊婦健診全国
56,942

○

○

妊婦健診全国
53,282 ○

妊婦健診
12,117件

53,187 ○
妊婦健診
11,531件

50,508

４か月健診７か所 5,612
○

４か月健診７か所
○

４か月健診７か所
4,019 ○

４か月健診
3,934 ○

４か月健診
4,013 ○

4か月健診
636人 3,625 ○

4か月健診
632人 3,621

○ ○ ○ 20,127 ○ １０か月健診２４回 ○ １０か月健診２４回 ○ １０か月健診２４回 ○ １０か月健診２４回 ○ １０か月健診２４回 ○ 10か月健診24回 ○ 10か月健診24回

１歳６か月健診
２４回 ○

１歳６か月健診
２４回 ○

１歳６か月健診
２４回 ○

１歳６か月健診
２４回 1,249 ○

１歳６か月健診
２４回 1,214 ○

1歳6か月健診24回
3,726 ○

1歳6か月健診24回
3,745

３歳児健診
○

３歳児健診
２４回 ○

３歳児健診
２４回 ○

３歳児健診
２４回 ○

３歳児健診
２４回 ○

3歳児健診24回
○

3歳児健診24回

◎
こんにちは
赤ちゃん事業

683人
3,618 ○

こんにちは
赤ちゃん事業

683人
3,960 ○

こんにちは赤
ちゃん事業

684人
4,093 ○

こんにちは赤
ちゃん事業
645世帯

3,455
こんにちは赤ちゃん事業は、生後4
か月までの乳児のいる全家庭を訪
問し、相談に応じる

◎

ワクチンの無料
接種

（0～4歳）
1,582人

12,767 ○

ワクチンの無料
接種

（０～４歳）
5,794人

47,040 ○

ワクチンの無料
接種

（０～４歳）
5,332人

42,757
小児用肺炎球菌ワクチン及びヒブ
ワクチンの無料接種事業（平成23
年2月から実施）

両親学級 ○ 年6回 ○ 年4回 ○ 年5回 ○ 年5回 41 ○ 年5回 20 ○ 年5回 20 ○ 年4回 76 ○ 69 ○ ○ 平成21年度から

母親・育児教室 ◎ 年12回 ○ 年18回 ○ 年18回 ○ 年18回 60 ○ 年20回 50 ○ 年12回 40 ○ 年4回 ○ ○ ○ 母親両親教室として実施

母親・育児教室(栄養) ◎ 年4回 ○ 年6回 ○ 年6回 ○ 年6回 ○ 年11回 ○ 年4回（再掲） ○ 年4回（再掲） ○

幼児教室 ○ 年16回 ○ 年16回 ○ 年16回 ○ 年16回 316 ○ 年16回 326 ○ 年16回 303 ○ 年16回 301 ○ 年16回 301 ○ 年16回 301 ○ 年16回 301

かむかむ栄養教室　→　離乳食講習会 ◎ 年2回 ○ 年6回 ○ 年6回 ○ 年6回 ◎ 4回 6 ◎ 4回 9 ○ ４回 6 ○ 6回 4

総合健康相談 ◎ 258件 ○ 312件 ○ 261件 ○ 455件 ○ 373件 ○ 370件 ○ ○ ○ 394件 ○ 509件 38 平成15年度から療育相談廃止

街角こども総合健康相談 ◎ 640件 ○ 766件 ○ 951件 ○ 913件 ○ 1053件 ○ 951件 ○ 800件 ○ 1,040件 ○ 948件 ○ 901件 6

発達相談 ○ 79人 ○ 91人 ○ 77人 ○ 90人 699 ○ 73件 708 ○ 153件 708 ○ 187件 706 ○ 243件 706 ○ 296件 706 ○ 285件 706

テレフォン育児相談 ○ 361件 ○ 402件 ○ 468件 ○ 513件 ○ 565件 ○ 517件 ○ 420件 ○ 408件 ○ 298件 ○ 308件

思春期相談 ○ 133件 ○ 116件 ○ 96件 ○ 180件 38 ○ 75件 ○ 50件 ○ 55件 ○ 35件 ○ 40件 9 ○ 40件 3

72
各種健康診断の受診向上と予防対策の充実 保健所 181,050 160,058 153,058 149,900 140,000 55,400 94,668 78,097 138,255 76,329

・さわやか運河健診、事業所健診、
　がん検診

保健所

健診実施回数
保健所　・　医療機関
周辺地区健診　・セット健診

○
65回・80か所
28回・22回

181,050 ○
49回・80か所
28回・25回

160,058 ○
49回・79か所
27回・21回

153,058 ○
51回・72か所
23回・21回

149,900 ○
40回75か所
22回・21回

140,000 ○
50回70か所
21回・13回

55,400 ○
47回65か所
18回・11回

65,100 ○
医療機関59
周辺地区21
セット50

55,643 ○
医療機関60
周辺地区25
セット48

53,858 ○
医療機関58
周辺地区22
セット48

48,030
健診制度の変更あり
平成20年度から特定健康診査

◎
女性特有の
がん検診
2,663人

29,568 ○
女性特有の
がん検診

2,５１０人
13,531 ○

女性特有の
がん検診
2,231人

15,341 ○

がん検診推進事
業(乳・子宮が

ん)
　1,677人

9,750

一定の年齢に達した女性に、子宮
がん、乳がん検診の無料クーポン
券を送付

◎

子宮頸がん予防
ワクチンの無料

接種
622人

8,923 ○

子宮頸がん予
防ワクチンの

無料接種
4,817人

69,056 ○

子宮頸がん予
防ワクチンの

無料接種
1,293人

18,549

中学1年生から高校1年生の女子を
対象とする子宮頸がん予防ワクチ
ンの無料接種事業

73 各種健康相談窓口の充実
保健所 409 409 300 1,240 1,050 1,029 649 124 180 171

　一般健康相談、こころの健康相談、
　遺伝相談、循環器相談、成人歯科
　相談、リハビリテーション相談、
　エイズ相談 保健所

一般健康相談
まちかど健康相談室
成人歯科相談
電話相談
心身に関する各種健康相談を実施

○ 409 ○ 409 ○ 300 ○ 1697人 1240 ○ 2,259人 1,050 ○ 1,873人 1,029 ○

○
○
○

3,700人 649 ○

○
○
○

2,094人 124
○

○
○
○

1,903人 180

○

○
○
○

2,413人 171 健康増進課

平成21年度からまちかど健康相談
は廃止
遺伝相談、循環器相談、リハビリ
テーション相談も受けてはいます
が、窓口として表記していませ
ん。

74 健康教育の推進
保健所 1,786 1,786 1,580 1,743 1,650 1,428 1,394 768 1,063 1,657

認知症予防講座 ○ 609 ○ 609 400

保健所 ヘルシー料理と筋トレ教室 ● ○
健康づくりウォーキング自主グループの支援 ○
疾病予防講座実施 ○ ○ 239回 ○ 246回 800 ○ 200回 654 ○ 55回 700 ○ 83回 167 ○ 143回 488 ○ 121回

出前講座実施 ○ ○ ○ ○ 10,412人 ○ 9,257人 ○ 7,855人 ○ 1,352人 ○ 2,184人 ○ 2787人 ○ 2377人 1,257
食生活改善推進員養成講座 ○ ○ 9回 850 ○ 774 ○ 8回 694 601 ○ ８回 575 ○ 4回 400
小樽市食生活展の開催 ○ 1,177 ○ 1,177 ○ 1,180 ○ 2回 ○ 2回 ○ 1回 ○ 1回 ○ 1回 ○ 1回 ○ 1回

保健所
食生活改善推進員の育成・地区組織・実践活動の支援 ○ ○ ○

○
50回

○ 47回 ○ 47回 ○ 50回 ○ 43回 ○ 42回 ○ 37回

病態別栄養教室 ● ○ ○ ○ 4回 ○ 4回 ○ 4回 ○ 2回 ○ 2回

・思春期、成人期、更年期における健
　康についての正しい知識の普及

保健所 出前講座 ○ ○ ○ ○ 15回1,256人 ○ 11回796人 ○ 16回476人 ○ 12回652人 ○ 18回961人 ○ 19回651人 ○ 21回　975人 健康増進課

75 スポーツ・レクリエーション活動機会の提供
教育部 1,456 1,356 2,520 2,280 4,292 3,179 3,182 3,249 3,217

教育部

社交ダンス講座､太極拳講座等（はつらつ講座の一部）
卓球、歩くスキー､バドミントン等各種スポーツ教室

○

生涯学習
講座

1,200
ｽﾎﾟｰﾂ教室

256

○

生涯学習
講座

1,100
ｽﾎﾟｰﾂ教室

256

○

はつらつ
講座

2,280
ｽﾎﾟｰﾂ教室

240

○
はつらつ

講座
2,280

◎

はつらつ
講座

2,280 水
泳教室開
催2,012

○

はつらつ
講座

2,179 水
泳教室開
催1,000

○

はつらつ
講座

2,182 水
泳教室開
催1,000

○

はつらつ
講座

2,249 水
泳教室開
催1,000

○

はつらつ講
座2,217

水泳教室
1,000

○

○

歩くスキー事業
水泳教室

はつらつ講座

8,982

2,193

生涯学習課
生涯スポー
ツ課
高島小温水
プール

23年度 事業量
事業費
(千円)

保健総務課

年12回

保健総務課

担当課

16

17,000

800

943

60

事業費
(千円)

21年度 事業量
事業費
(千円)

36

20年度 事業量
事業費
(千円)

40

19年度 事業量
事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

・妊婦、乳幼児健康診査や母子訪問
　指導等の促進

保健所

・子育て支援事業の推進

　　母親学級、両親教室、育児教室、
　　幼児教室、ちびっ子栄養教室

・健康管理・健康予防指導

・生活習慣病・食生活改善指導

保健所

40

17年度 事業量
事業費
(千円)

18年度
事業費
(千円)

事業量

・各種健康相談の充実

　　育児相談、発達相談、思春期電話
　　相談、療育相談、テレフォン育児
　　悩みごと相談

施策
番号

施　　策 所管部 具体的事業内容 16年度事業量

妊婦健診（前期・後期）や4か月児健診～医療機関に委
託
10か月児、1歳6か月児、3歳児健診～保健所にて実施

15年度

かむかむ栄養教室は平成21年度か
ら離乳食講習会に名称変更

健康増進課

健康増進課

備　考

健康増進課

健康増進課

保健所

22年度 事業量
事業費
(千円)

平成21年度、市内4病院から全国の
病院を対象に無料健診を実施。ま
た、公費負担する健診の回数を拡
大。妊婦健診と4か月検診の所管課
を健康増進課から保健総務課に変
更。平成22年度から妊婦健診、乳
幼児健診の担当課を保健総務課に
変更

年12回 69

16

24年度 事業量
事業費
(千円)

年12回 69

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続
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（２）高齢者の安心した生活と生きがいづくり

76 生活安全のためのバリアフリーの推進
関係各部 386,787 230,957 126,000 29,533 18,974 15,071 12,860 24,560 25,290 12,670

・公共施設のバリアフリー新法に基づく整備
建設部

バリアフリー新法が建築基準関係規定であるため、同
法に規定されている建築物については、確認申請時に
おいて、同法に適合しているかどうか審査している

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建築指導課

・住宅改造資金融資制度の周知 建設部
バリアフリー改造及び無落雪屋根改造工事に対する無
利子融資制度の実施

○ 新規8件 29,000 ○ 新規4件 30,677 ○ 新規6件 31,000 ○ 新規11件 29,533 ○ 新規3件 18,974 ○ 新規1件 15,071 ○ 新規2件 12,860 ◎ 新規14件 24,560 ○ 新規15件 25,290 ○ 新規7件 12,670 建築住宅課
平成22年度から対象工事にリ
フォーム全般を追加、拡充

奥沢中央橋橋梁新設工事 ● 115,800 平成15年度終了

浅草線歩道新設工事 ● 42,800 平成15年度終了

中央单線コミュニティ道路新設工事 ● 46,325 平成15年度終了

大通線歩道新設工事 ● 33,100 平成15年度終了

船見坂歩道橋ロードヒーティング設置工事→終了 ● 119,762 終了 4,870 平成16年度終了

大通線歩道改良工事 ● 83,840 終了 39,000 平成17年度終了

本通線歩道改良工事 ● 93,100 終了 46,000 平成17年度終了

育成院前通線歩道新設工事 ● 18,470 終了 10,000 平成17年度終了

福祉部
障害者団体からのバリアフリーについての要望を集約
し、庁内関係部、関係機関と協議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地域福祉課

77 安心して生活できる安定した住まいの確保の促進
建設部

・高齢者向け優良賃貸住宅制度の周知及び供給の促進 建設部 制度の照会受付及び相談業務 ○ ○ ○ 建築住宅課 平成17年度終了

・高齢者向け民間賃貸住宅の登録制度の周知 建設部 制度の照会受付及び相談業務 ○ ○ ○ 建築住宅課 平成17年度終了

・終身建物賃貸借制度の周知 建設部 制度の照会受付及び相談業務 ○ ○ ○ 建築住宅課 平成17年度終了

・持家のバリアフリー化の支援制度の周知 建設部 制度の照会受付及び相談業務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建築住宅課

78 社会参加のための雇用の促進 産業港湾部 16,000 16,000 15,800 15,200 14,960 12,900 12,900 9,300 7,100 7,100

・シルバー人材センターの活用 産業港湾部 シルバー人材センターへの運営費補助 ○ 16,000 ○ 16,000 ○ 15,800 ○ 15,200 ○ 14,960 ○ 12,900 ○ 12,900 ○ 9,300 ○ 7,100 ○ 7,100 商業労政課

79 自立のための社会参加の促進
関係各部 8,943 10,620 9,924 4,868 4,689 4,568 5,138 6,006 5,216 21,258

・生涯学習等生きがい事業の充実
　　老人福祉センターの趣味・教養
　　活動、老壮大学、高齢者スポー
　　ツの普及等

福祉部
老壮大学（通年開講）、高齢者スポーツの普及（ゲー
トボール大会を7月と3月に開催）、シルバースポーツ
大会を8月に開催

○ 1,080 ○ 1,990 ○ 1,970 ○

老壮大学9科
12講座

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
2回

ｼﾙﾊﾞｰｽﾎﾟｰﾂ大会
1回

1,400 ○

老壮大学9科
12講座

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
2回

ｼﾙﾊﾞｰｽﾎﾟｰﾂ大会
1回

1,340 ○

老壮大学9科
12講座

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
2回

ｼﾙﾊﾞｰｽﾎﾟｰﾂ大会
1回

1,242 ○

老壮大学9科
12講座

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
2回

ｼﾙﾊﾞｰｽﾎﾟｰﾂ大会
1回

水中歩行教室
1回

1,200 ○

老壮大学9科
12講座

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
2回

ｼﾙﾊﾞｰｽﾎﾟｰﾂ大会
1回

水中歩行教室
2回

1,271 ○

老壮大学9科
12講座

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
2回

ｼﾙﾊﾞｰｽﾎﾟｰﾂ大会
1回

水中歩行教室
2回

1,258 ○

老壮大学9科
12講座

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
2回

ｼﾙﾊﾞｰｽﾎﾟｰﾂ大会
1回

水中歩行教室
1回

1,250 地域福祉課

福祉部
社会福祉協議会が行っているボランティア活動の周知
普及のための諸活動に補助金を交付

○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 1,566 ○ 1,934 ○ 1,898 ○ 1,194 地域福祉課

(再掲)

保健所

健康づくり組織育成
町内会に健康推進員を委嘱、地域保健活動の中核とな
るよう育成

○ 225名 270 ○ 225名 234 ○ 223名 234 ○ 226名 294 ○ 227名 29 ○ 225名 6 ○ 219名 18 ○ 220名 18 ○ 220名 18 ○ 220名 18 健康増進課 平成24年度で健康推進員制度終了

教育部 ｢青尐年健全育成｣等ボランティアの登録を実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生涯学習課

23年度 事業量
事業費
(千円)

事業量 17年度 22年度 事業量
事業費
(千円)

担当課 備　考

建設事業課

事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業費
(千円)

事業量 19年度
事業費
(千円)

21年度
事業費
(千円)

事業量 20年度 事業量
施策
番号

15年度 18年度事業量
事業費
(千円)

・地域及びボランティア活動の充実

具体的事業内容

・道路環境整備の促進

建設部

16年度 事業量
事業費
(千円)

施　　策 所管部 24年度 事業量
事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続
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79 転倒骨折予防
Ａ型として「ふれあい教室」１か所を委託、Ｂ型とし
て高齢者の転倒予防を目的として「転倒ストップクラ
ブ」を市内３か所で直営にて開催

○ 900 ○ 2,238 ○ 2,000 健康増進課
地域ボランティアの協力
平成17年度終了

機能訓練
手工芸・レクリェーションなどの活動を通して社会参
加と交流を図るための機能訓練教室を開催

○ 2,773 ○ 2,238 ○ 2,000 健康増進課 平成17年度終了

中高齢者総合健康増進プログラム
身体的・文化的プログラムの両方を選択して１年間実
践する

● 1,600 ○ 1,600 ○ 1,400 ○ 201名 854 ○ 181名 1,000 ○ 163名 1,000 ○ 実132名 2,354 ○ 実155名 2,783 ○ 実79名 2,042 介護保険課
担当課変更（平成22年度まで健康
増進課、23年度は医療保険部介護
保険課）　平成23年度終了

介護予防を目的にした講話と運動の教室を開催 ◎
5か所
44回

◎
4か所
48回

健康増進課 平成20年度終了

80
高齢者に対する地域住民やボランティアによる支援 関係各部 2,525 2,500 2,500 1,958 2,261 2,399 6,892 9,657 9,510 9,398

福祉部
老人クラブによる一人暮らしや寝たきり高齢者宅の訪
問実施 ○ 200 ○ 200 ○ 200 ○ 200 ○ 200 ○ 200 ○ 200 ○ 200 ○ 200 ○ 200 地域福祉課

ボランティア
9,515食

1,170
ボランティア

8,398食
2,199

ボランティア
7,467食

1,986
ボランティア

6,818食
1,823

業者配食
7,841食

5,522
業者配食
16,759食

7,258
業者配食
24,442食

7,324
業者配食
24,636食

7,375

福祉部
社会福祉協議会と連携し、小地域ネットワークづくり
を促進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地域福祉課

81 高齢者相談窓口の充実
関係各部 1,920 1,800 1,500 2,000

・高齢者相談センター 福祉部
4月～3月社会福祉協議会へ委託し、電話相談及び面談
による相談受付を実施

○ 1か所 1,920 ○ 1か所 1,800 ○ 1か所 1,500 ○ １か所 2,000 地域福祉課 平成18年度まで実施

・高年齢者職業相談室の活用 産業港湾部 小樽市高年齢者職業相談室（ハローワーク小樽所管） ○
就職件数
239件

○
就職件数
218件

○
就職件数
195件

○
就職件数
213件

○
就職件数
200件

○
就職件数
241件

○
就職件数
241件

商業労政課 平成22年3月19日付閉鎖

（３）障がい者やひとり親家庭への配慮

82 障がい者の自立支援と社会参加の促進
関係各部 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320 1,898 1,194

・雇用に関する相談と情報提供 産業港湾部
雇用相談総合窓口の設置やポスターの掲示等による周
知・啓発 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 商業労政課

・ボランティアによる社会参加の支援 福祉部
小樽市ボランティア・市民活動センターによる各種事
業を支援 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 2,320 ○ 1,898 ○ 1,194 地域福祉課

(再掲)

83 ひとり親家庭の自立の支援
関係各部 985,034 979,122 941,636 936,987 913,530 894,426 922,453 937,161 962,776 951,699

母子家庭自立支援給付金の支給 ● 129 ○ 16件 4,319 ○ 10件 2,323 ○ 11件 5,211 ○ 5件 1,323 ◎ 18件 11,310 ○ 27件 18,575 ○ 29件 26,254 ○ 23件 23,561

・母子家庭の母の安定雇用に必要な資格・免許取得の
ため、「自立支援教育訓練給付金」「高等職業訓練促
進給付金」の給付を行う

児童扶養手当の支給 ○ 789,116 ○ 798,015 ○ 799,721 ○ 800,425 ○ 783,613 ○ 778,753 ○ 784,653 ◎ 790,292 ○ 803,674 ○ 801,136 平成22年8月分から父子家庭も対象

母子寡婦福祉会への支援 ○ 140 ○ 130 ○ １か所 100 ○ １か所 100 ○ １か所 100 ○ １か所 100 ○ １か所 100 ○ １か所 100 ○ １か所 100 ○ １か所 100 となった

母子生活支援施設への入所 ○ 25,089 ○ 26,617 ○ １か所 26,712 ○ １か所 27,952 ○ １か所 26,879 ○ １か所 27,893 ○ １か所 27,103 ○ １か所 26,594 ○ １か所 26,913 ○ １か所 26,220
助産施設の利用 ○ 7,297 ○ 6,394 ○ ２か所 9,006 ○ １か所 9,071 ○ １か所 8,533 ○ １か所 9,593 ○ １か所 8,181 ○ １か所 11,979 ○ ２か所 15,920 ○ ２か所 10,266
ホームページ、市民生活ガイドに掲載による周知 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

ひとり親家庭等の健康の増進と保持を目的とし、その
負担を軽減するため医療費の一部を助成 ○ 42,108件 160,175 ○ 40,464件 144,693 ○ 31,739件 98,633 ○ 32,525件 94,067 ○ 31,714件 86,103 ○ 30,105件 73,732 ○ 32,359件 86,604 ○ 31,148件 85,117 ○ 31,796 85,117 ○ 32,465 82,438

・就労情報の提供 産業港湾部 週刊ワーク情報の配布 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 商業労政課

・各種相談業務の充実
　　就労相談、母子相談、家庭児童
　　相談、女性相談等

生活環境部
女性相談室:相談員1名を配置し、関係部局及び関係機
関との連絡・連携を図る

○ 1,654 ○ 1,628 ○ 1,628 ○ 1,594 ○ 1,574 ○ 1,547 ○ 1,532 ○ 1,534 ○ 1,516 ○ 1,531
男女平等参
画課

産業港湾部 雇用相談総合窓口の設置、内職相談 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 商業労政課

母子自立支援員の配置 ● 1,563 ○ 1,516 ○ 1人 1,517 ○ １人 1,455 ○ １人 1,517 ○ １人 1,485 ○ １人 1,485 ○ １人 1,485 ○ １人 1,516 ○ １人 1,532

家庭児童相談員の配置 ○ １人 1,485 ○ １人 1,485 ○ １人 1,516 ○ １人 1,532 平成21年9月に青尐年課から移管

23年度 事業量 事業費
(千円)

23年度 事業量
事業費
(千円)

平成20年4月1日機構改革により所管変更
平成21年7月から業者配食開始
平成23年4月より業者配食1社追加参入

子育て支援
課

事業費
(千円)

備　考担当課

後期高齢・
福祉医療課

備　考事業費
(千円)

担当課22年度 事業量 事業費
(千円)

◎2,199 ◎ 介護保険課

事業費
(千円)

事業量 事業量
事業費
(千円)

○

22年度 事業量

子育て支援
課

7,974食

事業費
(千円)

2,300

16年度

2,061 8,553食6,666食 1,758 ○○ 2,300 ○町内会等による配食サービスの実施 ○ 2,325

事業量
施策
番号

具体的事業内容 15年度 事業量施　　策 所管部 事業費
(千円)

17年度事業量事業費
(千円)

16年度

15年度 事業量
事業費
(千円)

18年度

19年度事業量 21年度 事業量20年度 事業量
事業費
(千円)

・高齢者総合健康増進プログラムの推進 保健所

医療保険部

事業費
(千円)

医療保険部

福祉部

福祉部

事業量

事業量
事業費
(千円)

18年度17年度

○

21年度 事業量事業費
(千円)

事業量 事業費
(千円)

○

事業費
(千円)

事業量20年度

具体的事業内容
施策
番号

・小地域ネットワークづくりの促進

事業費
(千円)

19年度

・各種福祉制度の周知
　　母子家庭への児童扶養手当の支給
　　及び医療費の助成、母子寡婦福祉
　　資金の貸付、ひとり親家庭等医療
　　助成事業等

施　　策 所管部

24年度 事業量 事業費
(千円)

○

24年度 事業量
事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続

13



（４）介護サービスの充実

84 介護サービスの情報提供
医療保険部 ホームページ「介護保険制度」の内容更新 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 介護保険課

85 在宅介護をしている人への支援
関係各部 3,656 2,514 4,100 2,600 1,500 1,676 1,978 3,687 250 3,383

出前講座「よくわかる介護保険」の実施 ○ 5,7,9,10月 ○ 5，7，9，10月 ○ 11,2月 ○

5/18(58名）
5/19（20名）
6/28（40名）
9/8(25名）
9/21(17名）

○

 6/20(24名）
 7/9（16名）
 9/27（11名）
11/2（20名）
12/11（11名）

○
 4/22(30名）
 8/7（39名）
11/29（20名）

○ 5/21(30名) ○ 5/14(43名) 介護保険課

23年度に、まち育てふれあいトー
ク「丸わかり！　介護保険サービ
スと高齢者福祉サービス」へ統合

出前講座「高齢者のための福祉制度」の実施 ○
 6/7 (40名）
 7/17(42名）
11/30(50名）

○
 6/30 (34名）
 7/2(15名）
11/8(20名）

○ 7/20 (33名） 介護保険課

23年度に、まち育てふれあいトー
ク「丸わかり！　介護保険サービ
スと高齢者福祉サービス」へ統合

まち育てふれあいトーク「丸わかり！　介護保険サー
ビスと高齢者福祉サービス」

○

6/28（12名）
9/7（26名）

11/10（38名）
11/15（34名）

○
9/10(27人)
11/1(20人)

介護保険課

23年度に、出前講座「よくわかる
介護保険」と「高齢者のための福
祉制度」を統合

出前講座「生活機能評価ほかについて」の実施 ○  6/14(50名） 介護保険課

23年度に、まち育てふれあいトー
ク「丸わかり！　介護保険サービ
スと高齢者福祉サービス」等へ統
合

出前講座「介護予防関連（運動・口腔・認知症他）」
の実施

● 19回429人 ○ 14回283名 介護保険課

出前講座「高齢者虐待対応防止ネットワークについ
て」の実施

◎ 8/25(40名) 介護保険課

23年度に、まち育てふれあいトー
ク「丸わかり！　介護保険サービ
スと高齢者福祉サービス」等へ統
合

「よくわかるおたるの介護保険」発行 ● 10月　5､000部 1,496 ○ 2月　5,000部 354 ○ 3月　65,000部 2,300 ○ 3月　65,000部 2,300 ○ 8月　60,000部 1,554 ○ 6月　60,000部 1,941 ○ 3月　40,000部 3,665 ○ 3月　500部 242 ○ 7月 65,000部 3,376 介護保険課
平成22年度は高齢者ガイドブック
を発行した

広報おたる掲載 ● 4,11月 ○ 6月 ○ 7,10,1月 ○ 4,6,7,10,12月 ○ 7月 ○ 4,7,10,12月 ○ 4,7,8,9,10月 ○
4,7,8,10,11
12,1,3月

○
4,5,7,8,10,1,3

月
○

4,5,6,7,8,
10,12,2月

介護保険課

・各種福祉サービスの活用の促進 保健所 訪問指導 ○ 2,160 ○ 2,160 1,800 ○ 39件 300 ○ 70件 1,500 ○ 15件 122 ○ 17件 37 ○ 3件 22 ○ 10件 8 ○ 10件 7 健康増進課

・介護講座の推進 福祉部 在宅介護支援センターによる介護予防教室の開催 ○ ○
4,5,7,8,10,1,3

月
介護保険課 平成15年度終了

86 施設の充実
福祉部 生活支援ハウス「はる」の整備 ● 1か所 9,000 地域福祉課 平成15年度実施

87
介護相談窓口の充実 関係各部 26,630 26,580 25,440

33,550
70,823 69,705 70,326 70,680 79,500 82,375

福祉部

市内6か所の在宅介護支援センターにおいて、各種福祉
サービスの相談及び実態把握を実施

○ 6か所

26,630

○ 6か所 26,580 ○ 6か所 25,440 ○ 6か所 16,200 地域福祉課

6か所のうち2か所は地域包括支援
センターへ移行し、2か所は平成18
年度末廃止、残り2か所はブランチ
の廃止に伴い平成21年度末廃止。

医療保険部
3か所の地域包括支援センターにおいて、包括的な総合
相談を実施 ● 3か所 17,350 ○ 3か所 69,600 ○ 3か所 69,600 ○ 3か所 69,600 ○ 3か所 70,680 ○ 3か所 79,500 ○ 3か所 82,375 介護保険課 平成19年1月から実施

医療保険部
地域包括支援センターブランチ2か所において、各種福
祉サービスの相談及び実態把握を実施

◎ 3か所 1,223 ○ 2か所 105 ○ 2か所 726 介護保険課 平成21年度末廃止

（５）相談体制の充実

88 各種相談窓口の周知 関係各部
9 29 29 22

広報おたるにより庁内の相談窓口について周知 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2回 広報広聴課 くらしのガイドに掲載

小樽くらしのガイドに庁内外の相談窓口について掲載 ◎ 1回 ◎ 1回 ○ ○ 広報広聴課
くらしのガイドは市内3業者により
作成。

福祉部 子育てガイドブックの配布 ○ ○ ○ 900 ○ ○ ○ ○ 9 ○ 29 ○ 29 ○ 22
子育て支援
課

(再掲)施策番号10「母子手帳交付
の際にパンフレット配布」

89 相談解決のための関係機関連携体制の整備

福祉部 小樽市福祉サービス苦情相談員体制の充実 ● 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地域福祉課

90 相談員の育成・カウンセリングの充実
福祉部 母子自立支援員の研修 ○ ○ ○ １人 14 ○ １人 9 ○ １人 2 ○ １人 2 ○ １人 2 ○ １人 2 ○ 1人 1 ○ 1人 2

子育て支援
課

関係各部 87 70 41 47 53 54 51 48 44 48

女性相談室の整備・運営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

家庭児童相談室の整備・運営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 青尐年課 平成21年9月に子育て支援課へ移管

母子相談室の設置・運営 ○ 87 ○ 70 ○ １か所 41 ○ 1か所 47 ○ １か所 53 ○ １か所 54 ○ １か所 51 ○ １か所 48 ○ 1か所 44 ○ 1か所 48 子育て支援課


家庭児童相談室の整備・運営 ○ ○ ○ ○ 子育て支援課
平成21年9月に青尐年課から移管

92 さまざまな形態の相談方法の推進
生活環境部

弁護士による法律相談、女性相談員による身の上相
談、行政相談委員によるくらしの行政相談 ○ ○ 2,186 ○ 2,190 ○ 1,175 ○ 1,138 ○ 1,146 ○ 1,071 ○ 1,159 ○ 1,137 ○ 1,122 生活安全課

23年度 事業量
事業費
(千円)

備　考担当課23年度 事業量

備　考

福祉部

生活環境部

16年度 事業費
(千円)

事業量

事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

21年度 事業量 事業費
(千円)

事業量 事業費
(千円)

事業量 事業費
(千円)

20年度 事業量 事業費
(千円)

事業費
(千円)

担当課

19年度

事業量
事業費
(千円)

19年度 事業量16年度 事業量
事業費
(千円)

18年度 22年度 事業量21年度 事業量
事業費
(千円)

15年度 事業量
事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

17年度 20年度
施策
番号

施　　策 所管部

施策
番号

91 相談しやすさに配慮した相談施設の充実

施　　策 所管部 具体的事業内容 15年度 事業量 事業費
(千円)

具体的事業内容

・介護保険制度の推進 医療保険部

18年度 事業量 事業費
(千円)

17年度

総務部

事業費
(千円)

22年度 事業量 事業費
(千円)

24年度 事業量
事業費
(千円)

24年度 事業量 事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続
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（６）女性へのあらゆる暴力根絶の取り組み

93 女性相談窓口やカウンセリング機関等の周知 生活環境部
情報誌「ぱるねっと」に女性相談室掲載紹介 ○ 7,000部 539

男女平等参
画課

平成15年度第14号に掲載

「女性相談室」を広報おたる、市ホームページに掲載 ◎
9月,10月,2月,
3月

○ 7月,10月,2月 ○ 7月,10月,2月 ○ 7月,10月,2月 ○ 8月,10月,3月 ○ 8月,10月,3月 ○ ○ ○
男女平等参
画課

平成21年度から「くらしのガイ
ド」に掲載

「女性相談室」の周知用ポスターを作成し、関係機関
に配布

○ ○
男女平等参
画課

平成18年度実施

94 女性相談窓口の充実 生活環境部 10 10 10 19 6 9 4 5 5 8

・関係機関との連携体制整備 生活環境部 北海道女性相談援助センター等との連絡、連携を図る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
男女平等参
画課

・相談員の研修等による育成 生活環境部

婦人相談員研修会、配偶者暴力防止法に関する全道セ
ミナー、全道相談員セミナーに参加した

アドバイザー派遣事業による研修会の実施

○ 10 ○ 10 ○ 10 ○ 7回 19 ○ 7回 6 ○ 8回 9 ◎ 6回 4 ◎ 5回 5 ○ 4回 5 ○ 5回 8
男女平等参
画課

平成21年度配偶者からの暴力被害
者支援アドバイザー派遣事業によ

95 緊急一時保護体制の充実 生活環境部
北海道女性相談援助センターとの連携を図る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

男女平等参
画課

96
地域住民等地域全体で支える体制の整備 関係各部

生活環境部 女性保護の会等地域関係団体との協力による支援体制
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

男女平等参
画課

福祉部
民生児童委員及び地域関係団体との連携体制の充実

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地域福祉課

97 加害男性に対する教育・支援について、国や道への積
極的な働きかけ 生活環境部 後志総合振興局関係機関連絡会議、配偶者暴力防止法

に関する全道セミナーに参加し、情報収集を行った
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

男女平等参
画課

道立女性相談援助センターとの連
携強化

23年度 事業量
事業費
(千円)

備　考
事業費
(千円)

19年度 事業量
事業費
(千円)

20年度 事業量
事業費
(千円)

21年度 事業量具体的事業内容 15年度 担当課事業量
事業費
(千円)

事業費
(千円)

18年度 事業量16年度 事業量 17年度
事業費
(千円)

事業量
事業費
(千円)

施策
番号

施　　策 所管部 22年度 事業量
事業費
(千円)

24年度 事業量
事業費
(千円)

●: 新規

◎: 拡充

○: 継続
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